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　「
道
の
駅
」
は
市
町
村
等
が
設
置
し
申

請
を
受
け
て
国
交
省
が
登
録
す
る
。
１
９

９
３
年
、
１
０
３
駅
の
登
録
で
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
、
現
在
全
国
に
１
０
１
４
駅
。

当
初
は
ト
イ
レ
利
用
な
ど
の
立
ち
寄
り
が

多
か
っ
た
が
、
今
は
全
国
で
年
間
延
べ
２

億
２
０
０
０
万
人
が
買
い
物
な
ど
に
訪
れ

る
目
的
地
に
も
な
り
、
年
間
売
上
高
は
約

２
１
０
０
億
円
と
大
手
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー

ン
に
相
当
す
る
ま
で
に
成
長
。
国
道
や
主

要
地
方
道
等
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
て
お

り
、
地
方
に
多
い
た
め
、
地
域
産
品
の
直

売
や
地
元
観
光
情
報
が
得
ら
れ
、
住
民
や

観
光
客
の
人
気
を
集
め
た
。

　「
道
の
駅
」
は
全
国
チ
ェ
ー
ン
店
と
違

っ
て
、
地
域
振
興
施
設
は
市
町
村
等
が
中

心
に
開
設
し
て
い
る
た
め
、
地
域
の
個
性

が
生
か
さ
れ
た
特
色
あ
る
駅
が
多
い
の
が

特
徴
だ
。
地
域
経
済
、
観
光
や
防
災
、
地

域
福
祉
、
文
化
の
伝
承
な
ど
公
共
性
を
活

か
し
た
特
長
、
個
性
あ
る
取
り
組
み
に
も

期
待
が
寄
せ
ら
れ
、
地
域
活
性
化
の
「
小

さ
な
拠
点
」
と
し
て
独
自
に
進
化
で
き
る

強
み
が
あ
る
。

　
最
近
は
こ
う
し
た
利
点
を
活
か
そ
う
と

創
意
工
夫
し
て
集
客
を
図
り
、
地
域
住
民

の
生
活
に
役
立
て
よ
う
と
い
う「
道
の
駅
」

が
増
え
た
。地
域
の
拠
点
機
能
の
強
化
と
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
重
視
し
、
各
省
庁
が

連
携
し
て
様
々
な
施
策
を
展
開
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡

　
地
域
の
課
題
に
対
応
す
る
場
へ
の
進
化
。
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
個
性
豊
か

な
拠
点
へ
の
深
化
。
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
公
共
施
設
「
道
の
駅
」
へ
の
期
待

が
こ
こ
に
凝
縮
さ
れ
る
。
国
土
交
通
省
も
、
道
の
駅
が
さ
ら
に
機
能
を
高
め
る
よ

う
、
支
援
を
強
化
し
、
応
援
す
る
。
経
済
低
迷
の
20
年
に
あ
り
な
が
ら
奇
跡
的
な

成
長
を
遂
げ
た
「
道
の
駅
」。
こ
れ
ま
で
が
全
国
に
駅
を
展
開
し
た
20
年
な
ら
、

地
域
再
生
が
重
視
さ
れ
る
今
後
は
、
公
共
施
設
と
し
て
の
成
熟
、
質
の
時
代
に
入

る
。
こ
れ
か
ら
の
道
の
駅
は
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

場
へ
の
成
長
や
、
新
た
な
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
創
出
を
目
指
す
。

�

＝
２
～
３
面
に
関
連
記
事

会
の
設
置
を
て
こ
に
、
道
の
駅
同
士
や
設

置
自
治
体
、
駅
長
な
ど
関
係
者
の
連
携
を

強
化
す
る
。
成
功
事
例
を
広
め
、
情
報
交

換
や
交
流
で
質
向
上
の
素
地
を
作
る
。

　「
道
の
駅
」
の
質
を
高
め
る
取
り
組
み

も
重
要
だ
。
道
の
駅
も
全
国
に
１
０
０
０

以
上
と
な
れ
ば
質
や
運
営
の
仕
方
が
バ
ラ

つ
く
。
一
定
水
準
を
保
つ
た
め
、
登
録
更

新
制
度
、
ラ
ン
キ
ン
グ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
設

定
な
ど
も
検
討
す
る
。

　「
開
か
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
し

て
各
省
庁
が
「
道
の
駅
」
で
連
携
し
、
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
必
要
も
あ
る
。

防
災
機
能
強
化
、
Ｅ
Ｖ
充
電
器
の
整
備
拡

充
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
導
入
、
外
国
人
旅
行

者
へ
の
多
言
語
案
内
な
ど
、
各
省
庁
が
協

力
し
合
う
機
運
が
動
き
始
め
て
い
る
。

道の駅 質高める時代
世
界
文
化
遺
産
の
富
士
山
に
は
、
冬
の
厳
し
さ
か
ら
春
の
う
ら
ら
か
さ
へ
と
日
本
人
の
心
を
誘
う
サ
ク

ラ
が
よ
く
似
合
う
＝
５
面
に
関
連
記
事
「
日
本
風
景
街
道
」

出
か
け
よ
う 

個
性
豊
か
な
道
の
駅
へ 
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道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

豊崎
金城悟駅長

　沖縄観光の玄関口、那覇空港から10

沖縄県豊見城市豊崎 3-39
国道 331 号　　TEL.098-850-8280

分の交通要衝にあり、日本最西端の道の駅です。
周辺はマンゴーの生産が盛んで、マンゴーを使っ
た特産品「マンゴーショコラ」等が絶品。体験施
設、レンタカーステーションも隣接し、沖縄最大
級のビーチもあって食も遊も一度に楽しめます。

大杉
西村正子駅長

　特別天然記念物に指定され、美空ひ

高知県大豊町杉 743-1
国道 32 号　　TEL.0887-72-1417

ばりが日本一の歌手になりたいと願掛けした縁で
遺影碑・歌碑も建立されている日本一の「杉の大
杉」に隣接しています。日本唯一の発酵茶「碁石
茶」や特産のゆずを使ったお菓子類、名物「立川
そば」や「碁石うどん」が人気です。

みやこ
関口茂駅長

　東日本大震災で被災しましたが、皆

岩手県宮古市臨港通 1-20
国道 45 号　　TEL.0193-71-3100

様のご支援のおかげで昨年リニューアルオープン
しました。魚市場が隣接しており新鮮な魚介類の
ほか、ミネラル豊富な宮古の塩を使ったお菓子類、
ソフトクリームが好評です。レストランでも、魚
介類を食材とした磯ラーメンが人気です。



2014 年（平成26 年）４月第40号

もてぎで防災セミナー
第
２
ス
テ
ー
ジ
へ
多
彩
な
取
り
組
み
…
地
域
振
興
に
道
の
駅
を
活
用

　
全
国
の
「
道
の
駅
」
で
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
相
応
し
い
多
様
な
活

動
が
始
ま
っ
て
い
る
。
各
地
で
様
々
な
工
夫
や
努
力
が
進
ん
で
お

り
、
地
域
振
興
に
道
の
駅
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
動
き
、
さ
ら
な

る
発
展
を
目
指
し
頑
張
る
道
の
駅
を
紹
介
す
る
。

　
東
日
本
大
震
災
以
後
、
道
の
駅

の
災
害
時
の
役
割
に
注
目
、
住
民

の
防
災
意
識
を
高
め
よ
う
と
い
う

催
し
が
各
駅
で
開
か
れ
て
い
る
。

３
月
16
日
、
栃
木
県
茂
木
町
の
道

の
駅
「
も
て
ぎ
」
で
ミ
ニ
防
災
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｌ
運

行
の
真
岡
鐵
道
や
ホ
ン
ダ
の
サ
ー

キ
ッ
ト
場
な
ど
で
知
ら
れ
る
茨
城

県
境
に
近
い
山
間
の
町
。
駅
内
に

あ
る
防
災
館
が
会
場
だ
。
太
陽
光

発
電
に
よ
る
照
明
や
非
常
用
電

源
、物
資
保
管
倉
庫
な
ど
を
備
え
、

普
段
は
休
憩
所
に
使
い
授
乳
室
も

あ
る
。
か
つ
て
町
を
襲
っ
た
茂
木

の
大
水
害
を
中
心
に
災
害
写
真
や

防
災
用
品
を
展
示
し
て
い
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
同
駅
と
関
東
「
道

の
駅
」
連
絡
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道

研
究
会
が
主
催
。
国
土
交
通
省
関

東
地
方
整
備
局
、全
国
「
道
の
駅
」

連
絡
会
と
県
・
町
が
後
援
し
、
公

益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構

が
協
賛
。
３
・
11
の
教
訓
を
伝
え

よ
う
と
、
パ
ネ
ル
展
示
「
大
震
災

の
記
憶
と
防
災
・
減
災
展
」
も
同

豪
雨
・
竜
巻
教
訓
に

「
防
災
館
」
備
蓄
や
避
難
所
に
も

防
災
を
中
心
テ
ー
マ
に
、
道
の
駅
の
役
割
を
力
説
す
る
古
口
達
也
茂
木

町
長

賑
わ
い
を
見
せ
る
道
の
駅
「
も
て
ぎ
」

道
の
駅
に
併
設
さ
れ
た
茂
木
町
防
災
館

時
に
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
の
話
し
手
は
道
の
駅
「
も

て
ぎ
」
の
古
口
達
也
駅
長
。
茂
木

町
の
町
長
で
、
全
国
「
道
の
駅
」

連
絡
会
発
足
時
の
副
会
長
も
務
め

た
。
町
長
は
１
９
８
６
年
（
昭
和

61
年
）
夏
の
台
風
10
号
か
ら
語
っ

た
。
河
川
氾
濫
、
が
け
崩
れ
、
幹

線
道
路
寸
断
で
町
は
孤
立
し
、
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
。
３
・

11
で
は
３
日
間
停
電
。
昨
年
５
月

は
竜
巻
に
襲
わ
れ
た
。

　「
痛
感
し
た
の
は
早
急
な
瓦
礫

処
理
だ
。
町
が
荒
れ
た
ま
ま
で
は

心
が
す
さ
ぶ
。
今
の
心
配
は
東
海

村
原
子
力
発
電
所
の
事
故
だ
。
町

は
30
キ
ロ
圏
内
。
原
発
で
何
か
あ

っ
た
時
を
考
え
な
い
訳
に
い
か
な

い
。
こ
の
町
も
お
年
寄
り
が
と
て

も
多
い
。
住
民
を
一
人
残
さ
ず
助

け
る
の
が
町
の
仕
事
。
町
民
を
守

る
こ
と
が
避
難
者
を
救
う
こ
と
に

も
つ
な
が
る
」
と
話
し
た
。

　
古
口
町
長
は
大
学
卒
業
後
、
家

業
の
鮮
魚
店
を
営
む
傍
ら
、
商
工

会
青
年
部
の
活
動
を
通
し
て
町
づ

く
り
の
大
切
さ
を
知
り
、
町
長
に

な
っ
た
経
歴
の
持
ち
主
だ
け
に
、

地
域
を
よ
く
知
る
。
隠
れ
た
地
元

の
魅
力
を
商
品
化
し
て
地
域
農
業

を
振
興
し
よ
う
と
、
道
の
駅
で
加

工
工
房
を
運
営
し
ゆ
ず
ジ
ャ
ム
な

ど
多
く
の
新
商
品
を
職
員
自
ら
開

発
、
６
次
産
業
化
の
旗
を
振
る
。

地
場
産
イ
チ
ゴ
と
ち
お
と
め
を
客

の
目
の
前
で
女
性
駅
員
が
潰
し
、

ミ
ル
ク
ア
イ
ス
に
混
ぜ
た
「
お
と

め
ミ
ル
ク
」
は
駅
で
し
か
味
わ
え

な
い
季
節
限
定
商
品
。
大
行
列
が

で
き
る
ヒ
ッ
ト
作
だ
。

　「
売
り
手
と
客
が
触
れ
合
う
良

さ
が
大
切
。
備
蓄
や
避
難
所
に
も

な
る
防
災
館
も
通
常
時
に
は
誰
で

も
気
軽
に
利
用
で
き
る
場
に
し
た

い
。
災
害
時
は
現
場
を
知
る
こ
と

が
重
要
で
、
情
報
が
共
有
で
き
て

こ
そ
支
援
が
出
来
る
」
と
語
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
に
消
防
団
員

の
姿
を
見
つ
け
「
団
員
は
地
域
を

よ
く
知
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
人

た
ち
の
協
力
な
し
に
地
域
再
生
は

あ
り
え
な
い
」
と
強
調
。
団
員
に

「
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
掛
け
た

姿
勢
に
、
町
づ
く
り
に
か
け
る
町

長
の
想
い
が
に
じ
ん
だ
。

　
続
い
て
斉
藤
哲
夫
県
危
機
管

理
・
災
害
対
策
室
長
が
「
日
ご
ろ

か
ら
防
災
へ
の
備
え
を
」
を
テ
ー

マ
に
県
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

説
明
。「
地
震
や
が
け
崩
れ
、
風

水
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
。
各
家
庭
で
災
害
時
の
避
難
経

路
を
確
認
し
、
家
族
の
連
絡
方
法

を
話
し
合
う
な
ど
事
前
の
準
備
が

大
切
」
と
心
構
え
を
訴
え
た
。

２

河野
川野順万駅長

　海抜200ｍの高台から敦賀湾と敦賀半

福井県南条郡南越前町大谷 86-1
国道８号　　TEL 0778-48-2880

島を一望でき、夕日が日本海に沈んでいく眺望は息
をのむ美しさだ。物販コーナーでへしこ(鯖の 糠漬)
など福井名産品を販売し、軽食コーナーで越前カニ
を使用した『かに丼』が人気になっている。近隣に
は温泉や運動公園などが充実している。

杉の湯 川上
久保信幸駅長

　吉野川上流沿いに開けた川上村は、

奈良県川上村湯盛温泉
国道 169 号　　TEL.0746-52-0006

日本三大人工美林に数えられる「吉野杉」の林業
発祥地です。隣接の村営温泉ホテルも吉野杉に包
まれ、旅の疲れを癒してくれます。名物のうどん
は厳選かつおぶしのみを贅沢に使用した出汁が秘
密で、遠方からも多くのファンが詰めかけます。

富士吉田
堀内正紀店長

　富士山の麓、標高約900mに位置し

山梨県富士吉田市新屋 1936-6
国道 138 号　　TEL.0555-21-1225

ています。軽食コーナーでは名物「吉田のうどん」、
物産館では富士山土産や中心産業である織物、地
元の直産野菜などを販売し、地ビールもあります。
体験学習施設「富士山レーダードーム」、富士山
伏流水の水汲み場も人気です。
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地域の名産・名所を活用
　「
道
の
駅
」
の
登
録
要
件
は
、

制
度
発
足
以
来
「
休
憩
機
能
」「
情

報
発
信
機
能
」「
地
域
の
連
携
機

能
」
の
３
つ
だ
が
、
道
の
駅
は
、

公
共
施
設
と
し
て
地
域
の
特
長
を

活
か
し
、
工
夫
し
た
取
り
組
み
が

さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
こ
れ
か
ら
の
道
の
駅
の
可
能
性

に
つ
い
て
道
の
駅
関
係
者
は
、
①

地
元
産
品
の
販
売
強
化
②
地
元
の

公
共
施
設
と
し
て
多
様
な
機
能
を

暮
ら
し
守
る
拠
点
に

上
品
の
郷
の
震
災
伝
承
コ
ー
ナ
ー

暮らしに必要な機能を設置

町内の高齢者世帯の約１割が、宅配サービスを利用

  「瀧之拝太郎（たきのはいたろう）」（和歌山県古座川町＝こざがわちょう） 

「インフォメーションセンターかわもと」（島根県川本町）

魅
力
の
商
品
化
③
地
域
の
暮
ら
し

の
拠
点
に
④
地
域
の
名
所
を
生
か

し
た
観
光
⑤
災
害
時
の
防
災
拠
点

⑥
被
災
の
記
録
の
伝
承
・
復
興
メ

モ
リ
ア
ル
⑦
地
域
の
伝
統
文
化
の

伝
承
の
場
…
…
な
ど
を
挙
げ
る
。

　
道
の
駅
の
中
に
は
既
に
、
こ
う

し
た
方
向
を
模
索
し
、
試
行
、
実

践
し
て
い
る
駅
も
あ
る
。

　
福
岡
県
宗
像
市
の
道
の
駅
「
む

な
か
た
」。
買
い
物
に
訪
れ
る
利

用
客
は
年
間
約
１
６
０
万
人
に
の

ぼ
り
売
上
高
も
約
17
億
円
。
漁
師

が
直
接
持
ち
込
ん
だ
玄
界
の
海
の

幸
や
地
元
の
野
菜
・
果
物
な
ど
、

そ
こ
で
し
か
買
え
な
い
地
元
産
品

が
市
場
さ
な
が
ら
に
並
ぶ
。
人
気

の
秘
密
は
取
り
扱
う
商
品
に
あ

る
。
99
・
９
％
が
地
元
産
品
と
い

う
か
ら
驚
き
だ
。

　
知
ら
れ
ざ
る
地
元
の
魅
力
を
商

品
化
し
、
地
域
活
性
化
に
ひ
と
役

■暮らしに必要な機能を設置

【 　　「瀧之拝太郎」（和歌山県古座川
町） 】

たきのはいたろう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   こざ
がわ     ちょう

■町内の高齢者世帯の約１割が、宅配サービ
スを利用

【　　　「インフォメーションセンターかわもと」（島根
県川本町）】

かわもと   まち

町役場出張所診療所 集会所兼避難所農産品等販売所

■暮らしに必要な機能を設置

【 　　「瀧之拝太郎」（和歌山県古座川
町） 】

たきのはいたろう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   こざ
がわ     ちょう

■町内の高齢者世帯の約１割が、宅配サービ
スを利用

【　　　「インフォメーションセンターかわもと」（島根
県川本町）】

かわもと   まち

町役場出張所診療所 集会所兼避難所農産品等販売所

３

か
っ
て
い
る
駅
も
あ
る
。
愛
媛
県

内
子
町
の
「
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ

ー
ク
か
ら
り
」
で
は
、
町
の
特
別

栽
培
農
産
品
物
等
の
認
証
を
受
け

た
季
節
の
農
産
物
を
使
っ
た
加
工

商
品
を
開
発
、
販
売
。
年
間
売
上

も
７
億
４
０
０
０
万
円
に
な
り
、

町
の
果
樹
生
産
額
の
13
％
、
野
菜

生
産
額
の
28
％
を
「
か
ら
り
」
で

売
り
上
げ
る
。
地
元
で
生
産
し
、

加
工
品
に
作
り
、
道
の
駅
で
販
売

す
る
「
６
次
産
業
化
」
で
、
駅
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
き
た
。

買
い
物
代
行

　
道
の
駅
は
都
会
よ
り
中
山
間
地

に
多
い
立
地
を
活
か
し
、
住
民
の

暮
ら
し
を
守
る
福
祉
面
で
成
果
を

あ
げ
て
い
る
駅
も
あ
る
。
和
歌
山

県
古
座
川
町
の
「
瀧
之
拝
太
郎
」

に
は
物
販
や
休
憩
施
設
の
ほ
か
、

町
役
場
の
出
張
所
や
診
療
所
ま
で

併
設
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
暮
ら

し
の
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
た

め
、
買
い
物
を
代
行
し
日
用
品
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
駅
も
。

島
根
県
川
本
町
の
「
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
か
わ
も
と
」

だ
。
町
内
高
齢
者
世
帯
の
約
１
割

50
世
帯
ほ
ど
が
利
用
す
る
。
配
達

つ
い
で
に
安
否
確
認
も
で
き
る
。

　
観
光
面
で
も
駅
は
新
た
な
役
割

記
憶
を
伝
承
し
復
興
の
メ
モ
リ
ア

ル
に
と
い
う
動
き
も
あ
る
。
岩
手

県
遠
野
市
の
「
遠
野
風
の
丘
」、

宮
城
県
石
巻
市
の
「
上

じ
ょ
う

品ぼ
ん

の
郷
」、

福
島
県
相
馬
市
の
「
そ
う
ま
」
に

は
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
忘
れ

ま
い
と
「
震
災
伝
承
コ
ー
ナ
ー
」

が
開
設
さ
れ
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
る
。
象
徴
的
な
の

は
奇
跡
の
一
本
松
の
隣
に
あ
っ
て

壊
滅
し
た
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の

「
高
田
松
原
」。
国
も
復
興
記
念
公

園
と
し
て
残
す
検
討
を
し
て
い

る
。地

域
文
化
を
後
世
に

　
伝
承
と
し
て
は
、
地
域
文
化
を

後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
伝
統
芸
能

の
公
演
活
動
や
練
習
の
場
を
提
供

し
て
地
域
ぐ
る
み
で
伝
統
芸
能
の

保
護
・
育
成
に
熱
心
な
駅
も
多
い
。

島
根
県
浜
田
市
の
「
ゆ
う
ひ
パ
ー

ク
浜
田
」
で
は
毎
月
、
全
国
的
に

も
知
ら
れ
る
伝
統
の
石
見
神
楽
の

定
期
公
演
を
開
催
し
て
い
る
。

　
ど
れ
も
「
地
域
」
に
根
ざ
し
た

活
動
が
共
通
点
だ
。
こ
れ
か
ら
の

「
道
の
駅
」
発
展
の
キ
ー
ワ
ー
ド

の
一
つ
は
「
地
域
」
だ
ろ
う
。

　
多
く
の
道
の
駅
が
抱
え
る
共
通

の
悩
み
や
課
題
を
、
ど
う
克
服
し

て
い
く
か
も
、
こ
れ
か
ら
の
「
道

の
駅
」
が
取
り
組
む
テ
ー
マ
だ
。

例
を
挙
げ
れ
ば
情
報
発
信
機
能
の

充
実
で
あ
る
。
道
の
駅
に
設
置
さ

れ
て
い
る
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
情
報

館
は
、
休
憩
や
買
い
物
で
訪
れ
る

利
用
者
に
比
べ
、
立
ち
寄
る
人
が

少
な
い
傾
向
に
あ
る
。

　
運
営
方
法
の
改
善
に
地
元
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
参
加
し
て
も
ら
う
と
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組

み
を
上
手
に
活
か
す
方
法
も
あ

る
。
地
域
の
力
で
課
題
に
取
り
組

む
場
。
そ
れ
が
「
開
か
れ
た
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
道
の
駅
だ
。

阿蘇
佐藤義興駅長

　火の国・熊本の代名詞とも言える阿

熊本県阿蘇市黒川 1440-1
国道 57 号　TEL.0967-35-5088

蘇五岳を望む絶好のロケーションと植栽豊かな癒
しの空間が好評。地元情報満載の散策マップや観
光案内窓口の多言語対応などが評価され、昨年、
九州・沖縄「道の駅」連絡会より最優秀賞を頂き
ました。阿蘇に拘った特産品販売も人気です。

おといねっぷ
佐近勝駅長

　音威子府村のキャッチフレーズ「森

北海道音威子府村音威子府 155-1
国道 40 号、275 号　TEL.01656‐5‐3111

と匠の村」にふさわしく、木の薫りが漂う落ち着
いた雰囲気のレストハウスでは、茹でたての音威
子府そばや種類豊富なラーメンを味わえます。村
特産の木工品や蜂蜜・羊羹などお土産品が充実し、
ホッと一息つきたい時におすすめの場所です。

こさか七滝
柴田和博駅長

　日本の滝百選に選ばれている “七滝”

秋田県小坂町上向字藤原 35-3
主要地方道大館十和田湖線　TEL.0186-29-3777

まで徒歩３分の小規模な道の駅。山中だけに、産
直の一番人気はやはり山菜です。レストランでは
小坂町特産の豚肉を使用したメニューを取り揃え
ています。季節の味覚を楽しめるジェラートや
ワッフルなど、ご当地ものの品揃えも拡大中です。

が
期
待
さ
れ

る
。
地
域
名
所

の
活
用
だ
。
観

光
案
内
係
を
常

駐
さ
せ
る
北
海

道
弟
子
屈
町

の
「
摩
周
温

泉
」
は
摩
周
湖

の
見
え
具
合
も

案
内
。
島
根
県

飯
南
町
の
「
赤

来
高
原
」
は
旅

行
業
の
資
格
を

取
り
、
駅
独
自

の
旅
行
ツ
ア
ー

を
企
画
し
募

集
。
宿
泊
農
業

体
験
な
ど
の
拠

点
に
な
る
駅
も

あ
る
。

　
防
災
拠
点
化

は
各
駅
が
精
力

的
に
進
め
て
い

る
が
、
被
災
の
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同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
２
０
０
４
年
10

月
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震

の
被
災
地
・
小
千
谷
市
で
震
災
後

に
市
民
有
志
ら
が
立
ち
上
げ
た
。

メ
ン
バ
ー
30
数
人
は
ほ
と
ん
ど
が

中
越
地
震
の
被
災
者
。
理
事
長
の

若
林
和
枝
さ
ん
（
54
）
も
家
屋
が

半
壊
し
、
大
け
が
を
負
っ
た
母
も

含
め
一
家
５
人
が
２
カ
月
間
、
避

難
所
暮
ら
し
や
車
中
泊
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。

　「
た
く
さ
ん
の
方
々
に
救
っ
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
さ
を
骨
身

に
し
み
て
感
じ
た
の
で
、
東
北
の

惨
状
に
い
た
た
ま
れ
ず
、
少
し
で

も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
立
ち

ま
し
た
」
と
語
る
。

　
東
日
本
大
震
災
時
は
、
発
災
当

日
か
ら
食
料
な
ど
を
準
備
し
２
日

後
か
ら
救
援
物
資
を
福
島
県
内
に

あ
る
多
く
の
避
難
所
に
届
け
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年

目
。
福
島
県
南
相
馬
市
や
い
わ

き
市
の
仮
設
住
宅
地
内
な
ど
同

県
浜
通
り
に
、
あ
ず
ま
や
風
の

「
心
の
駅
」
が
計
７
カ
所
設
置

さ
れ
、
被
災
者
ら
が
集
ま
っ
て

茶
菓
を
分
け
合
い
談
笑
す
る
。

「
心
の
駅
」
は
、
日
本
風
景
街

道
「
よ
り
み
ち
街
道
『
中
越
』」

の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
お
ぢ
や
元

気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
開
設
し

た
。

　
関
東
甲
信
地
方
か
ら
東
北
地
方
に
か
け
て
の
東

日
本
地
域
は
２
月
14
日
～
16
日
に
記
録
的
な
豪
雪

が
襲
い
、各
地
で
観
測
史
上
１
位
の
積
雪
を
記
録
。

高
速
道
路
の
積
雪
や
幹
線
道
路
へ
の
雪
崩
な
ど
で

車
両
の
立
ち
往
生
、
交
通
途
絶
で
孤
立
す
る
集
落

が
相
次
ぐ
事
態
と
な
っ
た
。

　
一
般
社
団
法
人
全
国
建
設
業
協
会
の
会
員
企
業

で
あ
る
各
県
の
地
域
建
設
企
業
は
未
曾
有
の
積
雪

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
広
域
交
通
網
の
早
期
復

旧
や
孤
立
集
落
の
解
消
に
不
眠
不
休
で
除
雪
作
業

を
続
け
た
。

　
豪
雪
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
山
梨
県
な
ど
に

は
、
雪
に
慣
れ
た
新
潟
や
長
野
、
静
岡
各
県
建
設

業
協
会
か
ら
会
員
企
業
が
除
雪
機
械
、
除
雪
オ
ペ

レ
ー
タ
を
派
遣
し
て
応
援
に
駆
け
つ
け
、
力
を
合

わ
せ
て
除
雪
に
当
た
っ
た
。
県
の
垣
根
を
越
え
た

大
規
模
な
除
雪
作
業
の
支
援
は
今
回
が
初
め
て
と

い
う
。
地
域
と
共
に
生
き
る
地
元
建
設
業
界
な
し

に
は
、
地
域
の
暮
ら
し
は
守
れ
な
い
状
況
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。

元
気
を
取
り
戻
せ
な
い
被
災
者
が

多
い
の
を
見
て
同
年
夏
か
ら
順
次

「
心
の
駅
」
を
設
置
、
福
島
・
浜

通
り
地
区
に
は
60
回
以
上
通
い
続

け
る
。

　「
心
の
駅
」
は
、
心
の
傷
を
癒

す
に
は
少
し
で
も
人
と
触
れ
合
い

話
し
合
い
、
心
を
通
わ
せ
る
こ
と

が
大
切
と
気
付
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
発
足

時
か
ら
実
践
。
07
年
の
新
潟
県
中

越
沖
地
震
の
際
も
柏
崎
市
内
な
ど

に
移
動
式
の
「
心
の
駅
」
を
開
設

し
て
感
謝
さ
れ
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
原

点
事
業
だ
。

防
災
頭
巾
も
開
発

　
ま
た
、
体
験
を
活
か
し
「
日
本

防
災
用
品
研
究
会
」
も
発
足
。
外

出
時
の
災
害
に
備
え
る
目
的
の
携

帯
用
防
災
頭
巾
「
お
ま
も
り
頭
巾

ち
ゃ
ん
（
15
面
プ
レ
ゼ
ン
ト
参

照
）」
を
開
発
、
特
許
庁
へ
登
録

し
た
。
普
段
は
Ｂ
５
サ
イ
ズ
の
薄

く
て
軽
い
「
ポ
ー
チ
型
」。
フ
ァ

ス
ナ
ー
を
開
く
と
ワ
ン
タ
ッ
チ
で

頭
か
ら
首
ま
で
す
っ
ぽ
り
被
れ
る

「
防
災
頭
巾
」
に
早
変
わ
り
。
竜

巻
や
暴
風
雪
、
地
震
、
火
山
噴
火

時
も
火
山
灰
か
ら
身
を
守
れ
る
画

期
的
な
防
災
グ
ッ
ズ
だ
。
ア
ウ
ト

ド
ア
ラ
イ
フ
に
も
利
用
で
き
る
携

帯
用
ト
イ
レ
な
ど
商
品
は
発
想
が

新
し
く
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
Ｈ
Ｐ
で
購

入
で
き
る
。

　「
よ
り
み
ち
街
道
『
中
越
』」
の

活
動
も
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
原
点
だ
。「
美
し
い
棚

田
や
闘
牛
で
知
ら
れ
な
が
ら
中
越

地
震
で
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
中
山

間
地
域
の
復
興
に
、
風
景
街
道
の

活
動
が
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。
観
光
客
が
増
え
る
に
つ
れ
よ

そ
者
を
敬
遠
し
が
ち
だ
っ
た
お
年

よ
り
も
心
を
開
き
、
ニ
ッ
コ
リ
挨

拶
し
た
り
道
案
内
を
買
っ
て
出
る

「暮らし守れ」不眠不休で除雪作業 地域建設企業

南
相
馬
市
の
「
心
の
駅
」（
右
）
と
里
山
再
生

よ
り
み
ち
大
学

　ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が

手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ

に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し
て
未
来
へ

と
続
い
て
い
く
こ
と
へ
の
願
い
を
こ
め
て
表

現
し
た
。

より道街道「中越」が震災癒やす「心の駅」

埼玉県秩父市の孤立集落解
消に向け除雪（新潟県提供）

宮城県の国道 48 号、関山付近の雪崩に対
応（宮城県建設業協会提供）

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
若
林
さ

ん
。

　
日
本
風
景
街
道
の
活
動
を
機
に

地
域
の
産
官
学
民
が
心
を
一
つ
に

知
恵
や
技
術
を
結
集
す
る
こ
と

で
、
ま
ち
に
新
し
い
魅
力
を
創
生

で
き
る
。
当
た
り
前
と
思
っ
て
い

た
里
山
の
風
景
や
生
活
、
伝
統
文

化
も
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
、
都
市

の
人
々
に
は
魅
力
あ
る
「
宝
」
の

地
域
な
の
だ
。

　
震
災
か
ら
の
復
興
を
願
い
取
り

組
ん
だ
風
景
街
道
の
活
動
か
ら
、

都
市
と
里
山
の
交
流
事
業
「
里
山

再
生 

よ
り
み
ち
大
学
」
も
生
ま

れ
た
。
首
都
圏
の
小
学
校
か
ら
親

子
連
れ
が
参
加
す
る
稲
刈
り
体
験

講
座
は
代
表
例
。
小
千
谷
市
上
片

貝
地
域
で
稲
刈
り
体
験
を
楽
し
ん

だ
女
の
子
が
「
農
家
に
お
嫁
に
行

き
た
い
」
と
言
い
出
し
、
野
菜
嫌

い
の
男
の
子
が
「
こ
の
ナ
ス
お
い

し
い
」
と
喜
ん
で
食
べ
る
。
家
族

は
も
ち
ろ
ん
、
農
家
や
若
林
さ
ん

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
も
歓
声
を
上

げ
る
。

心
の
つ
な
が
り
大
切

　
若
林
さ
ん
が
災
害
時
に
強
く
感

じ
る
の
は
「
人
と
人
、
心
と
心
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
」

と
、
道
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性

だ
。
道
が
通
じ
て
初
め
て
避
難
で

き
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
確
保
、
支
援

も
手
が
届
く
。
命
を
守
る
の
に
必

要
な
物
資
輸
送
や
避
難
経
路
な
ど

を
確
保
し
、
道
を
通
じ
さ
せ
る
の

が
大
前
提
。
風
景
街
道
推
進
に
も

基
盤
と
な
る
道
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
近
隣
の
「
道
の
駅
」
と
も
知
恵

を
絞
っ
て
い
る
。

４

ちぢみの里おぢや
羽鳥三千夫センター長

錦鯉発祥の地、小千谷縮の里で、9 月には世

新潟県小千谷市大字ひ生甲 1670-1
国道 17 号　　TEL.0-258-81-1717

界最大四尺玉を打ち上げる片貝花火が夜空を彩ります。
新潟県のほぼ中央に位置し、日帰り温泉を併設してい
ます。湯ったり、のんびり、リフレッシュ！　湯上り
にはぜひ、名物『へぎそば』に舌つづみを。海草の布
海苔をつなぎに使い、独特のコシの強さが特徴です。

とよはま
中野吉貫代表取締役

　国道両側にあり、北側の地域振興エ

香川県観音寺市豊浜町箕浦甲 2506
国道 11 号　　TEL.0875-56-3655

リア売店で地元銘菓「梅が枝」などを販売。お休
み処には、特産の彩り豊かな丸餅おいりを使用し
た「嫁入りおいりソフト」や「和三盆ドーナツ」
などオンリーワングルメを揃えています。海を見
ながらのコーヒーブレイクにご利用ください。

信州蔦木宿
窪田幸人駅長

　南アルプスの清流釜無川のほとり、

長野県富士見町落合 1984-1
国道 20 号　　TEL.0266-61-8222

自然に恵まれた農村地帯で、稲作、高原野菜、花
き栽培の直売に力を入れています。ナトリウム、
カルシウム泉質の源泉 100％温泉もあり、人気を
博しています。食堂は地元産そば粉を使用したお
そばが中心で、蔦木宿定食が№１メニューです。
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静
岡
県
の
国
道
1
号
沿
い
に
あ

る
道
の
駅
「
宇
津
ノ
谷
峠
」。
下

り
線
の
静
岡
市
側
と
上
り
線
の
藤

枝
市
側
の
両
方
に
駐
車
場
や
物
販

施
設
な
ど
が
あ
る
全
国
で
も
珍
し

い
道
の
駅
だ
。「
東
海
道
『
駿
河

２
峠
６
宿
風
景
街
道
』」
の
拠
点

と
し
て
、
周
辺
に
〝
道
の
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
〟
が
設
け
ら
れ
、
駅

に
車
を
置
き
探
訪
を
楽
し
む
利
用

客
が
多
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
建
物

内
に
限
ら
ず
地
域
全
体
の
自
然
、

文
化
、歴
史
遺
産
な
ど
を
楽
し
み
、

学
ん
で
も
ら
う
フ
ラ
ン
ス
伝
来
の

新
し
い
展
示
手
法
で
、最
近
は「
地

域
丸
ご
と
博
物
館
」
な
ど
と
呼
ば

れ
国
内
の
開
設
例
も
増
え
て
い
る

と
い
う
。「
日
本
風
景
街
道
大
学

・
ふ
じ
の
く
に
静
岡
校
」
参
加
者

有
志
と
と
も
に
「
駿
河
２
峠
６
宿

風
景
街
道
」
を
推
進
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
ス
タ
ッ
フ
の
案
内
で
訪
ね
た
。

　
道
の
駅
の
構
内
や
情
報
発
信
施

設
な
ど
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見
ど

こ
ろ
を
案
内
す
る
立
体
模
型
、
パ
ネ

ル
、
看
板
、
地
図
な
ど
を
備
え
、
広

重
作
東
海
道
宇
津
ノ
谷
の
版
画
も

掲
げ
て
い
る
。
古
代
か
ら
今
日
ま
で

６
本
の
道
が
残
さ
れ
、
今
も
利
用
さ

れ
て
い
る
の
が
貴
重
と
い
う
。

人
気
の
「
蔦
の
細
道
」

　
峠
へ
の
登
り
口
か
ら
林
の
中
に

伸
び
る
坂
道
に
表
示
の
あ
っ
た「
蔦

の
細
道
」
も
そ
の
一
つ
で
、
昭
和

40
年
代
に
復
活
さ
れ
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
人
気
が
高
い
。

　「
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
記
さ

れ
て
い
る
日や

ま
と本
武

た
け
る
の
み
こ
と
尊
東
征
は
太

平
洋
側
の
日
本
坂
を
通
っ
た
よ
う

で
す
が
、
平
安
時
代
か
ら
こ
ち
ら

が
主
要
道
路
に
な
り
ま
し
た
。
都

を
離
れ
峠
越
え
の
寂
し
さ
の
な
か

京
の
知
人
に
会
っ
た
喜
び
を
詠
ん

　
東
京
の
美
大
で
環
境
デ
ザ
イ
ン

を
学
び
、
一
時
東
京
で
勤
め
た
後

に
帰
郷
。
静
岡
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
う
ち
「
人
そ
れ
ぞ
れ
で

思
い
が
ま
と
ま
ら
ず
、
な
か
な
か

〝
美
し
く
魅
力
的
な
ま
ち
〟
に
具

体
化
で
き
な
い
の
は
、
歩
い
て
地

域
を
見
て
な
い
か
ら
で
は
」
と
気

付
き
、
仲
間
と
ま
ち
歩
き
を
始
め

て
驚
い
た
。

歴
史
に
大
き
な
役
割

　「
旧
東
海
道
は
歴
史
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
道
。
江
戸
時
代

は
女
性
も
安
全
に
旅
が
で
き
、
高

札
に
よ
る
情
報
伝
達
な
ど
庶
民
の

　
全
国
建
設
業
協
会
は
、
宮
城
・
福
島
・
群
馬
・

埼
玉
・
山
梨
・
長
野
・
静
岡
７
県
の
建
設
業
協
会

を
通
じ
て
、
か
つ
て
な
い
豪
雪
に
対
す
る
、
会
員

企
業
の
除
雪
作
業
の
初
動
対
応
状
況
に
つ
い
て
調

査
を
実
施
。
山
梨
県
な
ど
へ
会
員
企
業
を
派
遣
し

た
新
潟
・
長
野
・
静
岡
の
各
県
建
設
業
協
会
の
支

援
状
況
も
調
査
し
た
。

　
調
査
に
よ
れ
ば
、
３
日
間
～
19
日
間
の
初
動
活

動
期
間
中
に
７
県
の
建
設
業
協
会
が
除
雪
に
当
た

っ
た
の
は
、延
べ
３
４
７
０
社
３
万
７
３
０
０
人
、

車
両
１
万
９
７
０
０
台
に
の
ぼ
っ
た
。

　
今
回
の
豪
雪
で
は
、
広
域
応
援
は
じ
め
新
た
な

取
り
組
み
や
試
み
も
あ
っ
た
。
群
馬
県
建
設
業
協

延べ 3470 社３万 7300 人出動

道のエコミュージアム 地域全体が歴史遺産
東海道―――――――
駿河２峠６宿風景街道

■日本風景街道大学・
� ふじのくに静岡校に 180 人
　「日本風景街道」を推進する各地の
ＮＰＯ、学識者、行政関係者らが課題
の解決策などを討議する「日本風景街
道大学・ふじのくに静岡校」が２月中
旬、静岡県庁などで開かれ、全国から
約 180 人が参加、風景街道の活動を
活発化させ日本再生にも役立てたいと
誓い合った。
　風景街道の知識や技術を磨き共有す
ることをめざし、各ルートの意欲的な
リーダーを中心に組織するＮＰＯ法人
「日本風景街道コミュニティ」（代表理
事・石田東生筑波大学大学院教授）と
田中孝治 T・net 副会長ら地元風景街
道関係者による実行委員会の主催。風
景街道大学は宮崎県内で３回開いた
が、これだけ大がかりで全国規模に
なったのは初めて。
　川勝平太県知事が「富士山に加え和食

の世界文化遺産登録も決まった折、農産
物と海産物生産が日本一で、おいしく美
しい静岡県は景観づくり討議に最適地」
と挨拶。国土交通省中部地方整備局の上
坂克巳道路部長が管内各地のコース概要
を紹介し、「日本風景街道の自立・充実・
飛躍をめざして～地域の思い、誇りを長
く持ち続けられる制度にするために～」
のタイトルで議論した。
　日南海岸地域シーニックバイウェイ
推進協議会の谷越衣久子／山陰・湖水
街道推進会議の三代隆司／アルプス塩
の道交流会議の野本幸／観光庁観光地
域振興課長の川瀧弘之／九州工業大学
教授の吉武哲信／国交省道路局環境安
全課長の増田博行／静岡県副知事の森
山誠二各氏らが、二日間のセッション
で風景街道推進に必須という「心」「技」
「体」の３テーマを基に討論した。提
案内容やアピールは多岐にわたり、今
夏までに報告書にまとめられる。

県
道
大
菩
薩
峯
線
の
夜
間
の
除

雪
作
業
（
山
梨
県
建
設
業
協
会

提
供
）

夜
間
も
孤
立
住
宅
へ
向
か
っ
た

＝
群
馬
県
上
野
村
（
群
馬
県
建

設
業
協
会
提
供
）

は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
地
域
の
中
間

支
援
組
織
と
し
て
、
道
か
ら
考
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

国
土
交
通
省
や
地
元
自
治
体
、
企

業
、
大
学
、
商
店
会
な
ど
に
働
き

か
け
、
可
能
な
限
り
旧
東
海
道
の

復
元
・
整
備
や
、
宿
場
町
な
ど
の

歴
史
資
産
掘
り
起
こ
し
と
活
用
を

図
る
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
。
案
内
板
、
解
説
資
料
作
り
な

ど
を
進
め
、
風
景
街
道
に
も
関
わ

っ
て
い
る
。

　
高
木
さ
ん
は
「
東
海
道
の
安
倍

川
は
架
橋
・
渡
船
を
禁
じ
、
人
足

に
よ
る
輸
送
で
し
た
。
明
治
に
な

っ
て
橋
が
架
か
る
と
輸
送
量
が
増

え
、
峠
越
え
よ
り
ト
ン
ネ
ル
の
必

要
性
が
高
ま
り
、
大
量
失
業
し
て

い
た
川
越
人
足
を
雇
っ
て
手
掘
り

で
掘
っ
た
の
で
す
。
今
も
残
る
ノ

ミ
跡
に
当
時
の
苦
労
が
し
の
ば
れ

ま
す
。
私
た
ち
は
道
路
が
ま
ち
づ

く
り
の
最
重
要
骨
格
だ
っ
た
歴
史

を
受
け
止
め
、
次
世
代
に
継
承
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
決
意

し
て
い
る
。

５

旧
東
海
道
の
宇
津
ノ
谷
集
落
（
右
）
と
手
掘
り
で
開

削
し
た
明
治
ト
ン
ネ
ル

会
は
独
自
に

構
築
し
た

「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
携

帯
に
よ
る
災

害
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
」

の
情
報
の
一

部
を
「
暮
ら

し
の
安
心
情

報
（
群
馬
県

内
災
害
情

報
）」
と
し

て
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開

し
、
除
雪
の

様
子
も
ツ
イ

ッ
タ
ー
を
使

っ
て
写
真
付

き
で
発
信
し

た
。

だ
歌
が
在
原
業
平
の『
伊
勢
物
語
』

に
出
て
い
ま
す
」
と
、
同
会
副
代

表
理
事
の
高
木
敦
子
さ
ん
。

　
勾
配
が
き
つ
く
狭
い
の
で
、
中

世
以
後
は
豊
臣
秀
吉
が
小
田
原
攻

め
の
際
、
別
ル
ー
ト
と
し
て
旧
東

海
道
を
開
き
、
江
戸
時
代
の
参
勤

交
代
で
整
備
が
進
ん
だ
。
明
治
時

代
の
交
通
量
増
に
地
元
有
力
者
が

１
８
７
６
年
（
明
治
９
年
）
に
初

の
民
営
有
料
ト
ン
ネ
ル
を
開
通
さ

せ
、
以
後
も
時
代
と
と
も
に
交
通

事
情
に
応
じ
旧
国
道
１
号
（
大
正

ト
ン
ネ
ル
）、
国
道
１
号
バ
イ
パ

ス
と
な
る
昭
和
ト
ン
ネ
ル
、
平
成

ト
ン
ネ
ル
が
造
ら
れ
た
、
と
解
説

し
て
く
れ
た
。

識
字
率
の
高
さ
を
活
か
し
た
シ
ス

テ
ム
も
あ
り
、
日
本
を
訪
れ
た
外

国
人
も
驚
く
ほ
ど
だ
っ
た
の
に
、

今
は
そ
の
ル
ー
ト
を
知
る
住
民
が

少
な
い
。
家
康
公
お
膝
元
の
府
中

宿
は
じ
め
静
岡
市
内
６
宿
場
に
つ

い
て
も
同
じ
で
、
宿
場
だ
っ
た
こ

と
さ
え
知
ら
ず
危
機
感
に
駆
ら
れ

ま
し
た
」

　
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

馬瀬　美輝の里
細江ちか子代表

　おそらく日本一小さい道の駅で、　大自

岐阜県下呂市馬瀬西村 1447 －１
岐阜県道 431 号　　TEL.0576-47-2133

然の中にポツリとあります。おすすめ郷土食は、夏
季限定の朴葉すし。土産物は地元の物だけを使った
手作りのあられ、豆菓子、よもぎぱん（人気 No.1）
がおすすめ。寄っていただいたお客さんにまた足を
運んでもらえるおもてなしに力を入れています。

石神の丘
八重樫博駅長

　北緯 40 度の冷涼な気候で育った新鮮

岩手県岩手町五日市 10-121-20
国道４号　　TEL0195-61-1600

なフルーツや野菜等を産直販売しています。高台
から街を一望できるレストランでは、リーズナブ
ルに贅沢な気分が味わえる季節のコース料理が大
人気。隣接する石神の丘美術館は「恋人の聖地」
に認定され、ロマンチックな観光スポットです。

ウエーブパークなめりかわ
小林昌樹駅長

　「ほたるいかミュージアム」で３月 20

富山県滑川市中川原 410
主要地方道富山魚津線　　TEL.076-476-9300

日～５月末日まで生きたホタルイカを展示、実際
に目の前で光る様子が見られる。２階のレストラ
ンではぜひ、雄大な富山湾を一望しながらホタル
イカや富山湾の旬の食材を堪能してください。売
店にもホタルイカ加工品が多数あります。
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明治３８年末（１９０５年末）

開業延長：7,697km!

　国鉄：2,414km!

　私鉄：5,283km

出典：「公共投資１００年の歩み」沢本守幸

開業延長：1,033km!

　国鉄：523km!

　私鉄：510km

1872年（明治5年）10月14日 

我が国初の鉄道開通（新橋～横浜間）

1874年（明治7年）5月11日 

大阪・神戸間開業

明治２０年末（１８８７年末）

鉄道ネットワークの推移

わが国、国土への働きかけの歴史⑤

列島保全への課題 国
の
か
た
ち
を
造
っ
た
「
明
治
と
い
う
時
代
」（
前
編
）

大
津
浪
記
念
碑

　
　
　
　岩
手
県
宮
古
市

　
　
　
　重
茂
（
姉
吉
）

　
江
戸
時
代
ま
で
の
国
土
造
り
が

国
土
の
原
型
だ
が
、
現
在
の
国
土

の
姿
は
明
治
以
降
の
努
力
で
形
造

ら
れ
た
。
明
治
政
府
が
掲
げ
た
国

家
政
策
の
第
一
は
富
国
強
兵
で
、

目
的
の
１
つ
は
江
戸
末
期
に
強
制

的
に
結
ば
れ
た
不
平
等
条
約
を
改

正
す
る
国
力
を
整
え
る
こ
と
。
強

大
な
軍
事
力
・
経
済
力
を
持
つ
西

欧
列
強
の
植
民
地
主
義
や
帝
国
主

義
か
ら
逃
れ
、
植
民
地
に
な
ら
な

い
兵
力
を
備
え
る
こ
と
だ
っ
た
。

　
明
治
政
府
の
国
土
造
り
政
策
の

第
１
は
鉄
道
整
備
だ
。
１
８
７
０

～
74
年
（
明
治
３
～
７
年
）
の
社

会
資
本
へ
の
投
資
シ
ェ
ア
を
み
る

と
、
河
川
整
備
14
・
４
％
、
道
路

整
備
８
・
６
％
に
対
し
、
鉄
道
へ

の
投
資
は
77
％
。
当
時
わ
が
国
は

鉄
道
整
備
に
最
大
の
努
力
を
し
た

の
だ
。
国
土
を
一
体
的
に
使
い
、

幕
末
の
戊
辰
戦
争
の
対
立
を
解
消

し
て
、
一
つ
の
国
家
と
し
て
ま
と

め
て
い
く
努
力
で
あ
っ
た
。

　
鉄
道
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
の
は
、
東
北
・
九
州
で
大
き
な

飢
饉
が
あ
っ
た
69
年
（
明
治
２

年
）。
豊
作
だ
っ
た
北
陸
か
ら
凶

作
地
へ
米
の
輸
送
が
必
要
だ
っ
た

が
、
海
上
輸
送
で
は
は
か
ど
ら
な

か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク

ス
は
、
鉄
道
が
あ
れ
ば
飢
饉
に
も

迅
速
に
対
処
で
き
る
と
政
府
に
勧

め
た
が
、
朝
野
に
猛
烈
な
反
対
論

が
起
こ
っ
た
。
攘
夷
的
な
感
情
論

や
、鉄
の
軌
道
を
敷
く
の
は
贅
沢
、

な
ど
の
意
見
も
あ
り
、
簡
単
に
は

実
現
し
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
岩
倉
具
視
や
大
隈
重

信
ら
は
建
設
に
熱
心
だ
っ
た
。
大

隈
重
信
は
「
四
通
八
達
の
便
を
は

か
り
、
運
輸
交
通
の
発
達
を
努
め

ん
に
は
鉄
道
を
敷
設
し
、
同
時
に

電
信
を
架
設
し
て
、
全
国
の
気
脈

を
通
ず
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

単
に
運
輸
交
通
を
便
に
す
る
の
み

な
ら
ず
、
封
建
の
旧
夢
を
破
り
、

保
守
主
義
連
つ
ま
り
攘
夷
家
の
迷

夢
を
開
き
、
天
下
の
耳
目
を
新
た

に
し
て
、
王
政
維
新
の
事
業
を
大

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
。

津
波
の
脅
威
は
記
憶
に
生
々
し

い
。
岩
手
県
宮
古
市
南
東
部
の

重
茂
姉
吉
地
区
は
、
そ
の
津
波

で
浜
辺
の
施
設
は
流
失
し
た
が

住
居
被
害
は
無
か
っ
た
。
被
災

だ
っ
た
が
、
１
９
０
１
年
末
に
６

４
８
１
㌔
㍍（
国
鉄
１
７
０
６
㌔
、

私
鉄
４
７
７
５
㌔
）、
１
９
０
５

年
末
に
は
７
６
９
７
㌔
㍍
（
国
鉄

２
４
１
８
㌔
、私
鉄
５
２
８
３
㌔
）

と
な
っ
た
。

　
昭
和
30
年
代
末
か
ら
供
用
が
始

ま
っ
た
高
速
道
路
の
延
長
は
ま
だ

７
９
０
０
㌔
㍍
（
高
速
自
動
車
国

道
総
延
長
。
他
に
一
般
国
道
の
自

動
車
専
用
道
路
約
２
０
０
０
㌔
）

だ
か
ら
、
明
治
の
人
々
の
鉄
道
建

設
に
か
け
る
意
気
込
み
と
、
整
備

の
速
さ
に
は
驚
く
ば
か
り
だ
。
　

　
新
橋
～
神
戸
間
の
鉄
道
開
通
か

ら
２
年
後
に
上
野
～
青
森
間
が
つ

な
が
っ
た
こ
と
は
さ
ら
に
驚
き

だ
。
明
治
中
期
に
は
東
京
～
神
戸

間
に
港
湾
や
工
場
な
ど
相
当
な
近

代
的
装
置
が
整
備
さ
れ
、
人
口
も

急
増
し
た
。
そ
れ
で
も
明
治
政
府

は
、
東
海
道
開
通
の
わ
ず
か
２
年

後
に
青
森
を
東
京
と
結
ん
だ
の

だ
。

　
新
幹
線
開
通
は
東
京
～
新
大
阪

間
が
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）、

東
京
～
博
多
間
が
75
年
だ
が
、
東

京
～
新
青
森
間
は
２
０
１
１
年

（
平
成
23
年
）
だ
。
こ
れ
は
国
土

の
一
体
化
へ
の
努
力
よ
り
、
需
要

追
随
、
採
算
性
こ
そ
絶
対
の
価
値

と
す
る
今
の
日
本
人
の
考
え
の
反

映
だ
が
、
明
治
の
人
々
の
「
国
土

の
一
体
観
・
全
国
観
」
を
見
習
わ

な
く
て
よ
い
の
か
と
思
う
。

　
そ
の
後
、
運
賃
の
低
廉
化
や
軍

事
目
的
な
ど
の
観
点
か
ら
「
鉄
道

国
有
化
時
代
」
を
迎
え
た
。
１
９

０
６
年
（
明
治
39
年
）
に
鉄
道
国

有
法
が
公
布
さ
れ
、
翌
年
末
に
は

国
鉄
７
１
６
６
㌔
㍍
、
私
鉄
７
１

８
㌔
㍍
と
な
り
、
今
日
の
鉄
道
の

本著では日本の国土の
地形的・社会的特徴や国
土への働きかけの歴史が
明らかにされています。
日本人は今、何を考える
べきか、に気づくことの
出来る好著。

国土と日本人
災害大国の生き方

大石久和著

６

書

成
す
る
に
、
少
な
か
ら
ぬ
利
益
を

与
う
る
」
と
主
張
し
た
。

　
岩
倉
具
視
は
「（
天
皇
が
）
東

京
に
御
遷
都
に
な
っ
た
が（
中
略
）

汽
車
で
御
通
過
に
な
れ
ば
な
ん
で

も
な
い
。
時
間
が
短
い
ば
か
り
か

万
事
簡
単
に
で
き
る
。
陛
下
の
御

孝
道
の
た
め
に
、
鉄
道
は
ま
こ
と

に
大
切
」
と
主
張
し
た
。
当
時
は

こ
の
発
言
が
鉄
道
建
設
促
進
に
寄

与
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。

　
72
年
（
明
治
５
年
）
９
月
、
新

橋
～
横
浜
間
の
鉄
道
開
通
を
皮
切

り
に
、
74
年
５
月
神
戸
～
大
阪

間
、
76
年
９
月
大
阪
～
京
都
間
が

開
業
、
同
年
末
新
橋
～
品
川
間
複

線
化
と
、次
々
に
事
業
を
進
め
た
。

89
年
７
月
新
橋
～
神
戸
間
が
開
通

し
、
２
年
後
の
91
年
９
月
に
上
野

～
青
森
間
が
全
通
し
た
。

　
93
年
（
明
治
26
年
）
末
の
鉄
道

開
業
延
長
は
３
２
８
３
㌔
㍍
（
国

鉄
８
９
８
㌔
、私
鉄
２
３
８
５
㌔
）

碑い
し
ぶ
みの
記
憶
②

の
教
訓
を
刻
ん
だ
碑
が
地
域
を

救
っ
た
の
だ
。

　
湾
口
は
直
接
太
平
洋
に
面
す

る
。
明
治
三
陸
地
震
津
波
で
は

全
滅
に
近
い
被
害
、
昭
和
三
陸

地
震
津
波
で
は
半
数
近
く
の
人

命
と
家
屋
、
チ
リ
地
震
津
波
で

も
被
災
し
た
。
そ
の
後
、
河
口

の
集
落
を
浜
か
ら
６
０
０
㍍

余
、
標
高
60
㍍
の
高
台
に
集
団

移
転
。
跡
地
は
漁
業
施
設
や
キ

ャ
ン
プ
場
と
し
、
住
居
は
全
く

建
て
な
か
っ
た
。

　
碑
文
は
高
さ
１
・
３
㍍
幅
60

㌢
厚
さ
33
㌢
。
そ
こ
が
明
治
と

昭
和
２
つ
の
津
波
の
到
達
点
で

あ
る
こ
と
と
、
住
宅
の
建
て
方

へ
の
警
告
を
刻
む
。
こ
の
教
訓

を
守
り
石
碑
よ
り
浜
側
に
住
宅

を
建
て
な
か
っ
た
た
め
、
東
日

本
大
震
災
で
も
住
宅
被
害
は
１

戸
も
無
か
っ
た
。

参
考
：
国
土
交
通
省
東
北
地
方

整
備
局
道
路
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
津
波
被
害
・
津
波
石
碑
情
報

ア
ー
カ
イ
ブ
」

【
上
段
】
高
き
住
居
は
児
孫
の

和
楽

　想
へ
惨
禍
の
大
津
浪

　

此
処
よ
り
下
に

　家
を
建
て
る

な【下
段
】
明
治
廿
九
年
に
も
昭

和
八
年
に
も

　津
浪
は
此
処
ま

で
来
て
部
落
は
全
滅
し

　生
存

者
僅
か
に
前
に
二
人

　後
に
四

人
の
み

　幾
歳
経
る
と
も
要
心

を
せ

 
急
速
な
鉄
道
・ 

通
信
網
整
備

状
況
に
近
く
な
っ
た
。

　
自
動
車
に
よ
る
陸
上
交
通
が
物

資
輸
送
に
貢
献
し
始
め
る
の
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
と
言
っ
て
よ

い
。
１
９
４
５
年
ま
で
の
戦
前
・

戦
中
は
、
人
や
も
の
の
移
動
は
鉄

道
整
備
の
努
力
の
成
果
の
う
え
に

成
り
立
っ
て
い
た
。

　
明
治
政
府
は
通
信
網
も
急
速
に

整
備
し
た
。
１
８
６
９
年
９
月
に

東
京
～
横
浜
間
の
電
信
建
設
が
お

雇
い
外
国
人
の
指
導
で
始
ま
り
、

同
年
12
月
に
は
公
衆
電
報
サ
ー
ビ

ス
が
開
始
、
81
年
に
は
全
国
的
な

幹
線
通
信
網
（
陸
上
線
７
２
５
０

㌔
㍍
、
水
底
線
98
㌔
㍍
）
が
形
成

さ
れ
た
。
通
信
基
盤
が
約
10
年
で

整
備
さ
れ
た
の
は
驚
く
べ
き
ス
ピ

ー
ド
で
あ
る

木曽ならかわ
武井祥司駅長

　伝統的工芸品「木曽漆器」や木工芸品、

長野県塩尻市大字木曽平沢 2272-7
国道 19 号　　TEL.0264-34-3888

塩尻産ワインや地酒・そば・漬物等、塩尻・木曽
地域の様々な特産品を展示販売している。木曽漆
器で作った長野冬季五輪メダルや、木曽漆器資料
の展示、製品等を通じ職人技に触れることができ
る。木曽漆器伝統工芸体験（要予約）も可。

喜入
宇都宮隆施設長

　錦江湾を望む眺めの良いところにあ

鹿児島市喜入町 6094-1
國道 226 号　　TEL.099-345-1117

り、地下約1000ｍから自噴する温泉・室内温水
プールで1年中利用可で、全長53ｍのウオーター
スライダーは特に大人気。地元農産物や県内道の
駅のおすすめ品販売、毎月第3日曜日の喜楽市に
はご当地キャラ「キイレンダー」も登場します。

瀬戸農業公園
加藤芳彦駅長

　日本一細長い佐田岬半島のほぼ中央

愛媛県伊方町塩成乙２９３
国道 197 号　 TEL:0894-57-2321

部、北に瀬戸内海、南に宇和海を見渡せる絶景ポ
イントにあります。産直市には特産品の瀬戸の金
太郎芋をはじめ、清見タンゴール等の柑橘類がお
待ちしております。風力発電が盛んな地で、数多
くのジャンボ風車が立ち並ぶ風景は必見。

2014 年（平成26 年）４月 第40号

　
日
本
の
過
疎
地
域
は
、
面
積
で

は
国
土
の
半
分
以
上
57
・
３
％
を

占
め
る
が
、
人
口
は
１
割
に
満
た

な
い
８
・
１
％
。
だ
が
、
過
疎
地

域
は
国
土
保
全
、
水
源
、
温
暖
化

防
止
、
生
物
多
様
性
な
ど
様
々
な

面
か
ら
重
要
な
地
域
で
あ
り
、
過

疎
地
域
の
活
力
を
維
持
、
振
興
す

る
必
要
性
は
極
め
て
高
い
。

　
学
校
で
も
、
中
学
校
社
会
科
の

地
理
的
分
野
で
は
、
日
本
の
各
地

域
を
学
習
す
る
際
に
「
人
口
や
都

市
・
村
落
」
を
学
習
の
中
核
と
し
、

地
域
の
産
業
、
文
化
な
ど
様
々
な

要
素
を
関
連
づ
け
て
、
過
疎
地
域

の
特
色
を
学
習
し
て
い
る
。

　
学
習
指
導
要
領
は
「
…
…
人
口

の
分
布
や
動
態
、
都
市
・
村
落
の

　「
た
だ
の
葉
っ
ぱ
」
が
過
疎
の
町
を
救
っ
た
―
―
。
日
本
全
体

の
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、
中
山
間
地
域
や
山
村
は
過
疎
化
が
進

み
、
地
域
の
活
力
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
過
疎

の
町
・
徳
島
県
上か

み

勝か
つ

町ち
ょ
う
で
は
、
お
年
寄
り
に
よ
る
「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ

ネ
ス
」
が
町
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
。
そ
の
成
功
事
例
は
中
学
校
の

教
科
書
に
採
用
さ
れ
、
全
国
の
中
学
生
が
今
、
過
疎
地
域
を
振
興

す
る
重
要
性
を
し
っ
か
り
学
ん
で
い
る
。

立
地
や
機
能
に
関
す
る
特
色
あ
る

事
象
を
中
核
と
し
て
、
人
々
の
生

活
や
産
業
な
ど
と
関
連
付
け
、
過

疎
・
過
密
問
題
の
解
決
が
地
域
の

課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
考
え
る
」
と
定
め
て
い

る
。
過
疎
化
と
い
う
現
象
を
学
習

の
中
心
に
据
え
、
デ
ー
タ
な
ど
の

現
象
面
を
学
習
す
る
ほ
か
、
過
疎

化
が
も
た
ら
す
生
活
や
産
業
面
へ

の
影
響
、
過
疎
化
解
決
へ
の
取
り

組
み
ま
で
学
習
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。

　
中
学
生
は
過
疎
地
域
活
性
化
に

向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
学
ん

で
お
り
、
中
で
も
上
勝
町
に
関
す

る
学
習
は
有
名
だ
。
同
町
は
、
日

本
料
理
に
添
え
る
柿
の
葉
や
も
み

じ
の
葉
な
ど
の
「
つ
ま
も
の
」
を

生
産
し
、
高
齢
者
を
中
心
に
高
い

現
金
収
入
を
得
る
こ
と
に
成
功
し

た
。

　「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
は
第
３

セ
ク
タ
ー「
株
式
会
社
い
ろ
ど
り
」

が
主
導
。
柑
橘
類
を
使
っ
た
商
品

開
発
や
お
茶
の
開
発
、
し
い
た
け

の
販
売
な
ど
に
拡
大
し
、
過
疎
地

域
の
活
性
化
事
例
で
注
目
さ
れ

る
。
都
会
か
ら
若
者
の
移
住
希
望

も
あ
り
、
過
疎
地
域
の
魅
力
あ
ふ

れ
る
地
域
づ
く
り
に
発
展
し
た
。

　「
い
ろ
ど
り
」
の
取
り
組
み
は

中
学
校
社
会
科
の
地
理
的
分
野
の

教
科
書
（
４
社
）
全
て
が
採
用
。

全
国
の
中
学
生
は
過
疎
地
域
の
取

り
組
み
と
し
て
、
必
ず
上
勝
町
の

「
い
ろ
ど
り
」
を
学
ん
で
い
る
。

　
上
勝
町
は
徳
島
県
中
央
や
や
南

東
寄
り
に
あ
り
、
徳
島
市
中
心
部

か
ら
南
西
約
40
㌔
車
で
１
時
間
ほ

ど
の
町
。
東
西
19
㌔
南
北
12
㌔
で

四
国
一
小
さ
な
町
と
い
う
。
２
０

１
３
年
３
月
末
の
人
口
は
、
１
８

６
６
人
、
う
ち
65
歳
以
上
が
ほ
ぼ

半
分
の
９
２
０
人
を
占
め
、
高
齢

化
、
過
疎
化
が
進
む
。

　「
い
ろ
ど
り
」
に
よ
れ
ば
、
葉

っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
は
１
９
８
７
年
に

始
ま
り
、
つ
ま
も
の
は
現
在
３
２

０
種
類
以
上
。
商
品
が
軽
く
綺
麗

で
、
女
性
や
高
齢
者
も
取
り
組
め

る
利
点
か
ら
、
70
代
以
上
を
中
心

に
年
間
売
上
高
は
２
億
６
０
０
０

万
円
。
１
０
０
０
万
円
以
上
の
収

入
を
得
た
お
年
寄
り
も
。
人
口
の

２
倍
の
視
察
者
が
訪
れ
、
吉
行
和

子
、
富
司
純
子
、
中
尾
ミ
エ
ら
出

演
の
映
画
「
人
生
、
い
ろ
ど
り
」

も
制
作
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
も
さ
れ
た
。

　
教
科
書
会
社
に
よ
っ
て
違
い
は

あ
る
が
、「
い
ろ
ど
り
」の
記
述
は
、

大
き
く
２
つ
の
視
点
か
ら
過
疎
地

域
振
興
の
重
要
性
を
子
供
達
に
学

習
さ
せ
る
内
容
で
あ
る
。

　
第
１
は
、
地
域
に
あ
る
資
源
を

地
域
住
民
が
自
ら
探
し
、
開
発
す

る
重
要
性
で
あ
る
。
上
勝
町
で
は

山
に
あ
る
「
あ
り
ふ
れ
た
植
物
の

葉
」
が
、
都
会
の
料
亭
で
は
貴
重

な
「
つ
ま
も
の
」
と
し
て
利
用
さ

れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
地
域
の
貴
重

な
資
源
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、

ビ
ジ
ネ
ス
化
し
て
い
る
点
だ
。

　
過
疎
地
域
が
「
な
い
も
の
ね
だ

り
」
を
す
る
の
で
な
く
、
地
域
住

民
が
自
ら
地
域
の
資
源
を
探
す
重

要
性
を
中
学
生
に
伝
え
る
。ま
た
、

葉
っ
ぱ
を
集
め
パ
ッ
ク
に
詰
め
た

だ
け
で
は
商
品
に
な
ら
ず
、
大
き

さ
や
色
を
揃
え
て
は
じ
め
て
価
格

が
つ
く
商
品
と
し
て
販
売
可
能
に

な
る
訳
で
、
地
域
資
源
を
地
域
住

民
が
知
恵
を
出
し
て
磨
き
上
げ
る

大
切
さ
も
示
し
て
い
る
。

　
第
２
は
、
過
疎
地
域
で
の
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を

学
ば
せ
て
い
る
点
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
パ
ソ
コ
ン
の
前
で
注
文
を
確

認
す
る
写
真
を
掲
載
し
た
教
科
書

も
あ
り
、
大
阪
や
東
京
の
市
場
が

求
め
る
多
様
で
短
納
期
の
注
文
に

対
し
、
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
駆

使
し
臨
機
応
変
に
出
荷
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
「
い
ろ
ど
り
」
が
構
築

で
は
、
社
会
科
で
過
疎
地
域
振
興

の
重
要
性
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
上

勝
町
の
事
例
な
ど
を
学
習
す
る
こ

　近未来の道の駅を空想してみます。旬の
食材が豊富な地場産コーナーでのこと。地
元名産の果物にスマホをかざすと、ディス
プレイに生産者情報が表示され、動くはず
のないその果物が動き出しました。映像は
現実世界から、果物が生まれ育った「過去」
の畑へといざなって行きます。新緑が芽吹
く季節の、美しい山々に囲まれた果物の誕
生した故郷。微笑ましい映像に心惹かれ、
画面脇にある地図のボタンを押せば、その
畑までの道のりが示されました。車に戻り
スマホをダッシュボードに置くと、スマホ

と車が情報を共有し、カーナビをセットす
る必要もなく、その畑まで半自動運転で案
内してくれます。ガイドブックにもない知
られざるとっておきの景色に向け、いざ出
発――。
　道の駅と先端技術が融合した世界では、
実用段階に達している拡張現実（AR）と
いう情報工学技術と、高度道路交通システ
ム（ITS）という先端交通技術が組み合わ
されば不可能ではありません。その地が初
めての外国人ユーザーにも、新技術の融合
時代は、地元ならではの強みを発揮する手
作りの「日本」を紹介できます。
　道の駅の情報発信機能も、先端技術が
集積・融合すれば、ますます魅力的なイ
ンフラ拠点になるでしょう。それができ
るのも、世界で唯一、道に「駅」がある
日本の強みです。

シリーズ「国土教育」 学校教育における過疎地域振興の位置づけ

徳島県上勝町の「葉っぱビジネス」を全国の中学生が学習中

と
で
、
過
疎
地
域
の
課
題
解
決
に

は
地
域
が
自
ら
努
力
し
て
地
域
の

資
源
を
磨
き
上
げ
、
情
報
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
距
離
の

ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
す
る
な
ど
の
成

功
要
因
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
学
ん

で
い
る
。

　
全
国
の
中
学
生
が
、
元
気
に
頑

張
っ
て
い
る
過
疎
地
域
の
例
を
学

ん
で
過
疎
地
域
の
重
要
性
に
気
付

き
、
地
域
が
独
自
に
工
夫
す
る
と

い
う
地
域
づ
く
り
に
、
主
体
的
に

関
わ
る
人
材
に
育
つ
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

三
橋
浩
志
）

参
考
資
料
：
総
務
省
「
過
疎
対
策

の
現
況
（
平
成
24
年
度
版
）」
／

上
勝
町
・
い
ろ
ど
り
Ｈ
Ｐ

葉っぱをパック詰めするお年寄り

７

「いろどり」商品「つまもの」
の南天の葉（左）とさくら

し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　
交
通
面
の
ハ
ン

デ
ィ
を
乗
り
越
え

る
に
は
、
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
用
は
不
可
欠

で
あ
り
、「
い
ろ

ど
り
」
に
よ
る
高

齢
者
向
け
の
Ｉ
Ｔ

研
修
会
や
、
高
齢

者
向
け
マ
ウ
ス
の

開
発
事
例
を
紹
介

し
て
い
る
教
科
書

も
あ
る
。

　
全
国
の
中
学
校

花ロードえにわ
薬袋真也支配人

　花壇や花時計などたくさんの花に囲ま

北海道恵庭市南島松 817-18
国道 36 号　TEL.0123-37-8787

れた道の駅です。隣接のいこいの花畑では、200
種類以上の草花が来館者の目を楽しませてくれま
す。焼きたてパンを提供するベーカリー工房や地
元産の食材を活用したフードコーナー、特産のえ
びすかぼちゃを使った土産品も充実しています。

あさじ
羽田野勲店長

　地域一帯が日本ジオパークに認定さ

大分県豊後大野市朝地町板井迫 1018-1
国道 57 号　　　TEL.0974-64-1210

れ、近くのトレッキング用オルレコースをめざす
方々の利用が高まっています。レストランでは県
外でもブランド評価の高い「朝地牛」を手軽に食
べられるのがおすすめ。ジビエイベントのファン
も増え、「猪うどん」や「紅茶猪」が好評です。

思川
高山正勝支配人

　日光連山、筑波山、富士山が望め、自

栃木県小山市下国府塚２５－１
国道 50号　　TEL.0285-38-0201

然条件を活かし高い技術力でつくられる「おやま
ブランド」の農畜産物や商工芸品を取り揃えてい
ます。開放的な建物内で、長芋ハンバーグ、肉汁
うどん、おとん弁当などの郷土食をお楽しみくだ
さい。土産物はおやま和牛、各種はとむぎ製品を。
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道
路
建
設
関
連
企
業
の
間
で
は
、
２
年
前
か
ら

情
報
化
施
工
の
普
及
を
目
指
す
女
性
技
術
者
有
志

の
自
主
研
究
会
が
続
い
て
い
る
。
12
社
15
人
に
よ

る
「
な
で
し
こ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
会
」。
あ
ま
り
人

気
の
な
い
土
木
建
設
の
世
界
だ
が
、
女
子
サ
ッ
カ

ー
の
活
躍
に
呼
応
し
「
私
た
ち
も
情
報
化
施
工
技

術
を
駆
使
し
て
道
路
業
界
を
元
気
に
明
る
く
し
た

い
」
と
、
希
望
を
込
め
て
命
名
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
道
路
建
設
業
協
会
も
同
じ

よ
う
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
４

月
か
ら
協
会
技
術
委
員
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
と
し
、
提
言
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　
「
10
年
以
上
高
速
道
路
や
空
港
の
舗
装
工
事
で

全
国
を
飛
び
回
っ
て
き
ま
し
た
が
、
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
で
す
。
最
近
ド
ボ
ジ
ョ（
土
木
系
女
子
）

と
呼
ば
れ
る
舗
装
業
界
志
望
の
女
性
技
術
者
が
少

し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
絶
対
数
が
少

な
く
、
協
会
と
本
腰
を
入
れ
て
協
働
し
、
情
報
化

施
工
が
女
性
進
出
の
け
ん
引
力
に
な
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
」
と
大
手
道
路
建
設
会
社
勤
務
の
笹
本
昌

代
さ
ん
は
新
た
な
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

　

情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
活
用
は

建
設
業
界
で
も
急
速

に
広
が
っ
て
お
り
、

無
人
運
転
の
重
機
が

作
業
を
す
る
工
事
現

場
に
驚
い
た
り
未
来

を
感
じ
た
方
も
多
い

だ
ろ
う
。

　

国
土
交
通
省
も
こ

う
し
た
「
情
報
化
施

工
」
技
術
を
公
共
事

業
全
体
の
生
産
性
や

品
質
向
上
に
つ
な
げ

た
い
と
、
産
官
学
の

検
討
委
員
会
を
設

け
、
新
し
い
技
術
や

人
材
育
成
に
尽
力
す

る
こ
と
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
推
進
戦
略
を

定
め
た
。

ＩＣＴ活用へ女性技術者が研究会
重
機
の
研
修
に
参
加
し
た
「
な
で
し
こ
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
会
」

一
般
社
団
法
人

　
　
　
　

日
本
道
路
建
設
業
協
会

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
国

は
、
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｐ
Ｈ

Ｖ
）
な
ど
環
境
に
優
し
い
次
世
代
自
動
車
を
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
新

車
販
売
台
数
の
50
～
70
％
に
普
及
さ
せ
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
国
は

Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
普
及
に
欠
か
せ
な
い
計
画
的
・
効
率
的
な
充
電
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
・
拡
充
を
更
に
進
め
る
た
め
、「
次
世
代
自
動
車
充
電
イ
ン

フ
ラ
整
備
促
進
事
業
」
の
補
助
制
度
を
利
用
す
る
場
合
の
申
請
締
め
切

り
を
、
15
年
２
月
27
日
ま
で
１
年
間
延
長
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

Ｅ
Ｖ
や
Ｐ
Ｈ
Ｖ
は
、
東
日
本
大

震
災
後
に
全
国
的
な
燃
料
不
足
が

起
こ
っ
た
際
に
、
す
ぐ
に
対
応
で

駅
」
で
も
導
入
へ
の
関
心
は
高
ま

っ
て
い
る
が
、
充
電
器
は
数
百
万

円
の
設
備
費
用
が
か
か
る
。
全
国

的
に
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進

ん
で
い
る
も
の
の
、
更
な
る
拡
充

が
必
要
だ
。

　

各
種
の
調
査
な
ど
で
は
、
利
用

者
の
設
置
要
望
が
大
き
い
の
は
高

速
道
路
の
Ｓ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
や
「
道
の

駅
」
な
ど
、
公
共
性
の
高
い
場
所

だ
。
し
か
し
、
特
に
人
気
が
あ
る

急
速
充
電
器
は
、
自
動
車
販
売
店

や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
な
ど

を
中
心
に
設
置
が
進
み
つ
つ
あ
る

が
、さ
ら
な
る
普
及
が
望
ま
れ
る
。

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を

目
指
す
国
は
、
Ｅ
Ｖ
や
Ｐ
Ｈ
Ｖ
な

ど
次
世
代
自
動
車
の
普
及
を
後
押

し
す
る
た
め
、
充
電
イ
ン
フ
ラ
へ

の
補
助
を
行
っ
て
き
た
が
、
さ
ら

な
る
整
備
・
拡
充
に
向
け
国
は
昨

年
、
補
助
総
額
１
０
０
５
億
円
の

「
次
世
代
自
動
車
充
電
イ
ン
フ
ラ

整
備
促
進
事
業
」
を
予
算
化
、
そ

れ
ま
で
の
補
助
制
度
を
改
善
し
、

補
助
率
を
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
た
。

従
来
は
充
電
器
購
入
費
の
２
分
の

１
補
助
だ
っ
た
が
、
公
共
性
の
あ

る
設
置
で
は
購
入
費
に
工
事
費
も

加
え
た
２
分
の
１
に
拡
大
。
さ
ら

に
自
治
体
が
策
定
す
る
充
電
器
設

置
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く

設
置
な
ら
、
購
入
費
と
工
事
費
を

合
わ
せ
た
３
分
の
２
補
助
と
、
補

助
率
を
大
き
く
引
き
上
げ
た
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
・
日
産
自
動

車
・
ホ
ン
ダ
技
研
工
業
・
三
菱
自

動
車
工
業
の
４
自
動
車
メ
ー
カ
ー

も
、
４
社
が
共
同
で
充
電
器
の
設

置
費
や
維
持
費
の
一
部
を
助
成
す

る
連
携
事
業
を
進
め
、
国
の
補
助

制
度
と
は
別
に
、
設
置
促
進
を
支

援
し
て
き
た
。

　

国
と
４
社
の
補
助
・
助
成
制
度

を
上
手
に
利
用
す
れ
ば
、
ほ
と
ん

ど
自
費
を
使
わ
ず
に
充
電
器
が
設

備
で
き
る
。

　

充
電
イ
ン
フ
ラ
の
更
な
る
整
備

・
拡
充
の
た
め
、
さ
ら
に
時
間
を

か
け
て
普
及
を
図
り
た
い
と
、
国

は
当
初
今
年
２
月
末
ま
で
と
し
て

い
た
補
助
申
請
の
締
め
切
り
を
１

年
間
延
長
し
、
来
年
２
月
27
日
ま

で
受
け
付
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

国
の
補
助
申
請
締
め
切
り
延
長

に
呼
応
し
て
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

４
社
の
共
同
支
援
事
業
で
も
、
申

請
受
け
付
け
を
今
年
９
月
末
ま
で

半
年
間
延
長
（
設
置
期
限
は
今
年

12
月
末
ま
で
）
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
こ
の
延
長
で
、
13
年
度
に

設
置
を
決
定
で
き
な
か
っ
た
自
治

体
や
道
の
駅
で
も
、
間
に
合
う
よ

う
に
な
る
。

　

次
世
代
自
動
車
の
普
及
を
図
る

一
般
社
団
法
人
次
世
代
自
動
車
振

興
セ
ン
タ
ー
は
昨
秋
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
た
「
電
気
自

動
車
開
発
技
術
展
（
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｘ
）

会
場
内
」
で
、「
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
タ

ウ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in 

東
京
」
を

開
催
し
、
12
月
に
は
青
森
で
、
今

年
２
月
に
も
沖
縄
で
同
様
の
催
し

を
開
く
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
お

り
、
拡
充
さ
れ
た
補
助
制
度
の
活

用
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　
　

■

　

補
助
制
度
の
問
い
合
わ
せ
は
、

充
電
イ
ン
フ
ラ
補
助
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
03
・
５
５
０
１
・
４
４

１
２
）。
窓
口
は
一
般
社
団
法
人

次
世
代
自
動
車
振
興
セ
ン
タ
ー

（http://cev-pc.or.jp

）。

Ｅ
Ｖ
充
電
器
補
助
１
年
延
長

申
請
締
め
切
り
を
15
年
２
月
27
日
に　

イ
ン
フ
ラ
整
備
・
拡
充
へ

９ ８

き
た
地
域
の
足
と
し
て
注
目
さ
れ

た
。
最
近
で
は
、
過
疎
地
な
ど
で

高
齢
者
や
障
害
者
、
妊
婦
ら
へ
の

生
活
支
援
／
医
療
機
関
へ
の
緊
急

搬
送
／
災
害
時
の
救
援
物
資
や
負

傷
者
の
搬
送
／
農
水
産
品
・
工
芸

品
な
ど
地
域
産
品
の
搬
送
な
ど
、

地
域
と
密
着
し
た
小
回
り
の
利
く

足
と
し
て
の
利
便
性
が
関
心
を
集

め
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｖ
や
Ｐ
Ｈ
Ｖ
な
ど
の
次
世
代

自
動
車
は
、
ガ
ソ
リ
ン
車
が
ス
タ

ン
ド
で
給
油
す
る
よ
う
に
、
充
電

器
を
使
っ
て
充
電
す
る
こ
と
が
不

可
欠
。
公
共
施
設
で
あ
る
「
道
の

昨
年
９
月
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
の「
電
気
自
動
車
開
発
技
術
展
」

で
は
、
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
と
充
電
器

等
の
展
示
も
実
施

メルヘンの里 新庄
佐藤毅支配人

　夏の昼夜温度差が激しい土地は美味

岡山県新庄村 2190-1
国道 181 号　　TEL.0867-56-2908　　　　

しい餅米に最適な気候条件で、村全域が「ヒメノ
モチ」づくりに取り組んでいます。旭川源流毛無
山のブナ原生林から湧き出る清流、澄んだ空気、
有機堆肥に恵まれた大地が生む特産餅米で、豆餅・
しゃぶしゃぶ餅など加工品もおすすめです。

庄内みかわ
梅津哲駅長

　山形県庄内地方のちょうど真ん中に

山形県三川町横山字堤 172-1
TEL.0235-66-4833

位置しております。産直施設の他、日帰り温泉や
掛け流し温泉宿泊施設、大型多目的ホールを備え
た総合型道の駅で、庄内観光のハブ拠点として
様々なシーンにお使いいただけます。産直施設で
は、米粉を使った「こめっ娘うどん」が人気です。

しもつま
小菅恵治駅長

　東に小貝川、西に鬼怒川が流れ、街

茨城県下妻市数須 140
国道 294 号　　TEL.0296-30-5294

の中央には砂沼があり、紫峰筑波山を望む花と水
と緑に囲まれた自然豊かな土地です。関東の要所
として古い歴史を持ち、時代のロマンを感じさせ
る史跡や文化財が市内各所に数多く散在します。
当駅製造の納豆「福よ来い！」をご賞味下さい。

あいおい白龍城
金谷賢駅長

　中国風の華麗な建物が目を引く道の

兵庫県相生市那波南本町 8-55
国道 250 号　　TEL.0791-23-5995

駅。海の駅も兼ねており、相生湾をゆっくりと眺
められます。6種類の天然温泉施設をはじめ和風
レストラン、特産品売場を備えています。特産品
売場では新鮮な海の幸や農産物、お土産などが揃
い、冬場は牡蠣を買い求めるお客様で賑わいます。

ふじおやま
武藤三夫駅長

　富士山が目の前にバッチリ見渡せま

静岡県小山町用沢 72-2
国道 246 号　　TEL.0550-76-6600

す。緑豊かな公園と田園風景に囲まれたレストラ
ンで、四季折々に変化する富士山を眺めながら楽
しむ食事はすばらしい思い出になるでしょう。地
元名産水かけ菜漬と御殿場こしひかりを使った
「富士山水菜カレー」が人気メニューです。

吉野ヶ里
牟田重則館長

　福岡県境の標高340ｍにある展望台か

佐賀県吉野ヶ里町松隈 1710-11
国道 385 号　  TEL0952-55-6175

ら、佐賀平野、耳納連山、雲仙普賢岳等が一望できる。
物産館前の給水所で背振山系の湧き水を無料で汲め
るのがイチオシで、焼き立てパンや旬の素材にこだ
わった料理もこの天然水を使っている。吉野ヶ里遺
跡、サザンカ自生林が近くにある。
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首
都
圏
に
は
、
過
去
に
何
度
も

大
き
な
人
口
の
社
会
増
が
あ
り
ま

し
た
。
１
９
８
７
年
に
は
首
都
圏

だ
け
が
年
に
20
万
人
近
く
も
の
人

口
を
集
め
、「
東
京
一
極
集
中
」

と
騒
が
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
現
象
は
い
っ
た
ん
収
ま
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
ま
た
最
近
に

な
っ
て
首
都
圏
流
入
が
盛
ん
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
数
は
２
０

１
２
年
に
は
６
・
７
万
人
で
し
た

が
、
昨
年
の
２
０
１
３
年
に
は
９

・
６
万
人
と
な
り
、
人
口
の
流
入

が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
７
万
人
が
東
京
都
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
首
都
圏
を
近
い

将
来
、
直
下
型
や
ト
ラ
フ
型
の
大

地
震
が
襲
う
こ
と
は
確
実
な
の
で

す
。
ま
た
、
東
京
湾
の
高
潮
の
心

配
は
海
面
上
昇
に
つ
れ
て
高
ま
っ

て
い
ま
す
し
、
東
京
は
河
川
氾
濫

の
危
険
も
大
き
い
う
え
に
、
浸
水

危
険
の
あ
る
地
下
利
用
が
、
世
界

で
一
番
進
ん
で
い
る
の
も
心
配
で

す
。

　
先
進
国
で
最
大
都
市
圏
へ
の
人

口
集
中
が
進
ん
で
い
る
の
は
日
本

だ
け
で
す
が
、
そ
こ
に
壊
滅
級
の

自
然
災
害
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
国
も
、
日
本
だ
け
な
の
で

す
。
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。

  

総
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
か

ら
、
地
方
か
ら
人
口
が
流
出
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
口
の
自

然
減
に
悩
む
地
域
の
人
口
減
少
を

さ
ら
に
加
速
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
現
在
、
人
口
流
出
が
進
む
地
方

は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
す
で
に
生
活
の
共
同
体
が

維
持
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

集
落
や
町
村
が
増
え
て
い
ま
す

が
、問
題
は
こ
れ
か
ら
な
の
で
す
。

岩
手
県
知
事
を
経
験
し
た
増
田
寛

也
氏
は
、「
２
０
４
０
年
に
は
子

供
を
産
む
可
能
性
の
あ
る
20
歳
～

40
歳
の
女
性
が
半
減
す
る
市
町
村

は
約
９
０
０
に
も
な
り
、
こ
う
し

た
市
町
村
が
県
内
市
町
村
の
８
割

以
上
に
も
な
る
の
が
、青
森
、岩
手
、

秋
田
、
山
形
、
島
根
だ
」
と
言
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
も
う

地
域
崩
壊
と
い
う
べ
き
で
す
。

　「
平
常
時
の
経
済
だ
け
」
で
考

え
る
の
で
は
な
く
、「
起
こ
っ
て

ほ
し
く
な
い
こ
と
に
真
剣
に
向
き

あ
う
〝
非
常
時
モ
ー
ド
〟」
に
よ

っ
て
、
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
危
機
が
、
も
う
来
て
い
る
の

で
す
。

日
本
の
危
機
到
来

　
や
や
肌
寒
い
早
春
の
青
空
に
な

だ
ら
か
な
稜
線
を
描
く
紫
峰
筑
波

山
。
そ
の
山
麓
に
３
月
初
め
の
土

・
日
曜
日
２
日
間
、
全
国
で
さ
ま

ざ
ま
な
森
林
活
動
に
取
り
組
む
Ｎ

Ｐ
Ｏ
関
係
者
ら
約
２
７
０
人
が
集

っ
た
。
緑
化
国
民
運
動
の
原
点
を

伝
え
る
記
念
碑
周
辺
の
森
林
整
備

に
汗
を
流
し
、
多
く
の
課
題
を
抱

え
る
今
後
の
森
づ
く
り
の
進
め
方

な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　
初
日
の
８
日
、
集
ま
っ
た
の
は

筑
波
山
の
北
麓
、
茨
城
県
桜
川
市

構
や
筑
波
山
周
辺
で
森
林
活
動
を

展
開
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
球
の
緑
を

育
て
る
会
」
が
、
全
国
の
仲
間
に

運
動
の
原
点
を
大
切
に
し
よ
う
と

呼
び
掛
け
、
大
日
本
山
林
会
、
東

京
農
業
大
学
、
毎
日
新
聞
社
な
ど

と
「
全
国
植
樹
運
動
の
発
祥
地
を

拓
く
道
普
請
作
業
と
車
座
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
と
い
う
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
主
催
し
た
。

　
同
機
構
の
青
木
正
篤
常
務
に
よ

る
と
、
こ
の
発
祥
地
、
実
は
歴
史

の
中
で
忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
た
。

同
機
構
の
前
身
、
国
土
緑
化
推
進

委
員
会
理
事
長
と
し
て
〝
愛
林
運

動
〟
を
推
進
し
、
第
１
回
植
樹
祭

に
も
参
加
し
て
「
緑
化
の
父
」
と

も
呼
ば
れ
る
林
学
者
、
徳
川
宗
敬

氏
が
心
配
し
て
い
る
と
知
っ
た
地

元
つ
く
ば
市
民
が
１
年
以
上
か
け

て
調
査
、
植
樹
現
場
を
探
し
当
て

た
。
そ
れ
を
機
に
、
林
野
庁
や
大

日
本
山
林
会
な
ど
が
建
立
し
た
碑

と
い
う
。

　
だ
が
、
真
壁
町
の
山
す
そ
か
ら

２
㌔
も
離
れ
た
標
高
約
２
０
０
㍍

の
山
中
で
、
歩
道
も
碑
の
周
囲
も

荒
れ
て
し
ま
い
、
昨
年
か
ら
「
地

球
の
緑
を
育
て
る
会
」
が
中
心
に

な
っ
て
少
し
ず
つ
風
倒
木
や
生
い

茂
っ
た
や
ぶ
を
片
付
け
、
登
山
道

を
整
備
し
て
き
た
。

　
当
日
は
昼
か
ら
約
４
時
間
、
地
元

茨
城
森
林
管
理
署
の
指
導
を
受
け

て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
い
、
全
員
で

風
倒
木
を
活
用
し
た
歩
道
の
階
段

造
り
、
碑
の
掃
除
、
草
刈
り
な
ど
に

励
み
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
い

つ
で
も
気
軽
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き

る
環
境
に
仕
上
げ
た
。

　
青
木
常
務
は
、「
第
１
回
植
樹

祭
は
、
昭
和
恐
慌
に
大
凶
作
や
災

害
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
子
供
の

身
売
り
や
自
殺
が
相
次
ぐ
暗
い
世

相
の
中
で
、
は
げ
山
だ
ら
け
に
な

っ
た
日
本
を
何
と
か
し
よ
う
と
始

ま
っ
た
。
大
戦
中
と
戦
後
の
森
林

荒
廃
も
乗
り
越
え
全
国
植
樹
祭
へ

国
民
運
動
と
し
て
受
け
継
が
れ
、

国
土
の
７
割
が
森
林
と
い
う
今
日

の
緑
の
日
本
列
島
に
な
っ
た
歴
史

を
忘
れ
な
い
よ
う
、
発
祥
地
や
記

念
碑
と
の
触
れ
合
い
も
大
切
に
次

世
代
に
伝
え
て
行
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

�

（
写
真
は
毎
日
新
聞
社
提
供
）

植
樹
行
事
発
祥
の
地
で

道
普
請
作
業
も

真
壁
町
羽
鳥
の
丘
陵
地
。
風
倒
木

や
は
び
こ
る
雑
草
、
沢
の
せ
せ
ら

ぎ
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
山
道
を
辿

る
と
、
開
け
た
国
有
林
の
間
に
石

碑
が
現
れ
た
。
高
さ
約
２
㍍
、
幅

１
㍍
ほ
ど
で
一
部
コ
ケ
む
し
て
い

る
が
、
彫
り
込
ん
だ
「
全
国
緑
化

行
事 

発
祥
之
地
」
の
文
字
が
読

み
取
れ
る
。

植
樹
祭
80
周
年
の
節
目

　
公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進

機
構
な
ど
が
主
催
し
天
皇
皇
后
両

森
林
活
動
関
係
者
が
交
流

10

陛
下
が
ご
臨
席
さ
れ
全
国
持
ち
回

り
で
毎
年
開
か
れ
る
「
全
国
植

樹
祭
」。
ス
タ
ー
ト
は
１
９
５
０
年

（
昭
和
25
年
）
だ
が
、
緑
化
を
図
る

国
民
運
動
は
太
平
洋
戦
争
で
一
時

中
断
す
る
前
も
、
森
林
経
営
者
団

体
で
あ
る
現
在
の
公
益
社
団
法
人

大
日
本
山
林
会
な
ど
の
主
催
で
行

わ
れ
、
１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）

に
第
１
回
植
樹
祭
が
こ
の
地
で
始

ま
っ
た
こ
と
を
示
す
石
碑
で
あ
る
。

　
今
年
は
そ
れ
か
ら
80
周
年
の
節

目
に
当
た
り
、
国
土
緑
化
推
進
機

道普請で丸太階段を作る

緑化行事発祥の地の石碑

津和野温泉なごみの里
朱山肇総務課長

　山陰の小京都とよばれる津和野にふ

島根県鹿足郡津和野町鷲原イ２５６番地
県道 13号線（萩津和野線）　TEL.0856-72-4122

さわしく、各施設も便利さとゆったりスペースを
備えた道の駅。城山と青野山を望む広々とした大
浴槽は前面窓ガラスで、パノラマ的眺望を誇り、
露天風呂、サウナ、ジャグジー等もある。第１と
第３日曜日には石見神楽公演があり好評である。

つくで手作り村
鈴木勝実駅長

　作手（つくで）高原ならではの新鮮

愛知県新城市作手清岳字ナガラミ 10- ２
国道３０１号　�TEL.0536-37-2772　

で旬な野菜直売のほか、春は山菜、夏は高原野
菜、秋は自然薯料理や特産トマトのソフトクリー
ム、猪肉の「ししカレー」を楽しめます。作手産
米と手作り長者味噌を使った名物五平もちもあり
ます。大人から子供までの体験メニューも豊富。

きくがわ
藤永太美登駅長

　大きな庄屋風の駅舎が特徴。「菊川そ

山口県下関市菊川町上岡枝 766-1
国道 491 号　��TEL083-287-4649

うめん」や「アイガモ」などの特産品を使った料
理を提供するレストランの他、はちみつ製品や手
づくりパンコーナーなど地元特産品が売店にいっ
ぱいです。地元産いちごのソフトクリームは大人
気です。各種そうめんイベントもお見逃しなく。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
日
目
は
筑
波

山
神
社
の
拝
殿
に
会
場
を
移
し
て

「
道
普
請
車
座
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
。林
野
庁
の
沼
田
正
俊
長
官
、

漁
業
を
育
て
る
た
め
の
植
樹
活
動

に
尽
力
し
国
際
功
績
大
と
し
て
世

界
で
５
人
だ
け
の
国
連
フ
ォ
レ
ス

ト
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
に
選
ば
れ
た
Ｎ
Ｐ

　
高
野
山
真
言
宗
阿
闍
梨
の
宮
島

基
行
さ
ん
は
「
大
き
な
自
然
の
一

員
で
あ
る
人
間
に
は
バ
ラ
ン
ス
が

不
可
欠
。
人
工
物
ば
か
り
に
囲
ま

れ
る
と
不
安
に
な
り
安
定
し
て
い

る
森
林
に
触
れ
落
ち
着
き
を
取
り

戻
す
」
と
山
中
修
業
の
意
義
を
解

説
し
、
森
を
荒
ら
し
人
間
を
苦
し

め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
訴
え
た
。

楽
し
い
活
動
の
普
及
を

　
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
の
伴
次
雄
理
事
長
は
「
山
村

で
幼
少
期
を
過
ご
し
、
森
と
の
触

れ
合
い
が
子
供
の
遊
び
に
も
経
済

面
に
も
大
事
と
身
に
し
み
て
い
る

が
、
間
伐
や
下
草
刈
り
な
ど
必
要

性
ば
か
り
押
し
付
け
て
い
て
は
」

と
、
面
白
い
、
お
い
し
い
、
楽
し

い
活
動
の
普
及
を
提
案
。

　
国
土
緑
化
推
進
機
構
の
青
木
正

篤
常
務
理
事
も
「
林
野
庁
の
調
べ

で
は
全
国
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
３
０
８
０
団
体
で
12
年
前
の
５

倍
以
上
。
高
齢
者
層
が
多
く
第
２

の
人
生
の
生
き
が
い
に
な
っ
て
い

る
」
と
話
し
、
楽
し
ま
れ
、
世
の

中
を
明
る
く
す
る
活
動
な
の
で
、

さ
ら
に
広
げ
よ
う
と
同
調
し
た
。

　
道
普
請
車
座
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の

ミ
ニ
講
演
概
要
、
次
の
通
り
。

【
沼
田
正
俊
林
野
庁
長
官
】

　
外
材
の
大
量
輸
入
で
国
産
材
の

供
給
が
急
減
し
、
各
地
で
森
林
が

荒
廃
し
た
が
、
平
成
13
年
か
ら
温

暖
化
防
止
な
ど
森
林
の
総
合
的
公

益
機
能
重
視
へ
と
政
策
転
換
に
踏

み
切
っ
た
。

　
現
在
は
高
性
能
の
国
産
材
合
板

の
普
及
、
公
共
建
築
物
な
ど
へ
の

フォーラムでは、桃山中学の活動発表も行われた

　
住
み
よ
い
家
は
安
全
、
健
康
、
快
適
、
環

境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
へ
の
配
慮
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
皆
様
の
ご
要

望
に
き
ち
ん
と
応
え
て
く
れ
る
、
腕
の
い
い

大
工
さ
ん
に
頼
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ね
。

　
心
当
た
り
が
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
れ
た
実
績

を
豊
富
に
持
つ
「
優
良
工
務
店
の
会
」（
Ｑ

ｕ
ｏ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
　
Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
ｅ
ｓ
　

Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
産
業
研
修
財
団
の
工
務
店
経
営
研
修

を
修
了
し
た
方
々
ら
が
、
今
後
も
い
っ
そ
う

研
鑚
を
積
ん
で
エ
コ
ハ
ウ
ス
や
長
期
優
良
住

宅
、
和
の
文
化
を
継
承
発
展
さ
せ
る
伝
統
木

造
住
宅
の
技
術
や
経
験
を
磨
こ
う
と
志
を
燃

や
し
結
成
し
た
、
工
務
店
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
す
。

　
国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、
財
務
省
有

志
が
学
識
者
と
も
連
携
し
て
開
催
す
る
勉
強

会
や
見
学
会
等
で
住
宅
関
連
政
策
や
新
技

術
、
ト
レ
ン
ド
な
ど
を
学
び
合
っ
て
い
る
勉

強
家
ぞ
ろ
い
で
す
の
で
、
安
心
し
て
お
任
せ

で
き
ま
す
。

お近くの「優良工務店の会」（QBC）へ
住みよい家を建てたい、リフォームをしたい方

地
元
中
学
の
生
徒
も
参
加

Ｏ
「
森
は
海
の
恋
人
」
の
畠
山
重
篤

理
事
長
、
田
中
泰
一
筑
波
山
神
社
宮

司
ら
の
ミ
ニ
講
演
で
始
ま
っ
た
。

　
地
元
桜
川
市
立
桃
山
中
学
校
の

生
徒
も
特
別
参
加
。
か
つ
て
緑
化

行
事
発
祥
地
石
碑
の
建
立
除
幕
式

に
同
校
生
が
招
か
れ
て
以
来
、
伝

統
を
継
い
で
学
校
林
植
樹
や
筑
波

山
頂
へ
学
校
ぐ
る
み
ゴ
ミ
拾
い
・

歩
け
歩
け
大
会
と
石
碑
付
近
の
清

掃
を
続
け
て
お
り
、
皆
が
森
へ
の

関
心
を
高
め
て
い
る
と
報
告
し

た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
拝
殿
で

車
座
に
な
り
、
森
林
活
動
の
喜
び

や
悩
み
、
行
政
へ
の
要
望
な
ど
を

討
議
し
た
。
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【
田
中
泰
一

�

筑
波
山
神
社
宮
司
】

　
人
間
は
食
べ
物
、
す
な
わ
ち
動

物
や
植
物
の
命
を
い
た
だ
い
て
生

き
て
い
る
。
飢
饉
は
そ
う
し
た
食

べ
物
を
得
ら
れ
な
く
な
り
発
生
し

た
。

　
木
を
植
え
る
こ
と
も
命
を
与

え
、
人
間
が
生
か
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
と
熟
知
し
て
い

た
先
人
た
ち
が
、
鎮
守
の
森
を
大

切
に
し
て
き
た
の
だ
。
森
と
の
つ

な
が
り
を
忘
れ
ず
、
他
者
も
自
分

も
命
を
い
た
わ
り
合
う
社
会
に
し

た
い
。

木
材
利
用
の
拡
大
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
の
活
発
化
な
ど
で
、
国

民
の
森
林
に
対
す
る
意
識
変
化
も

進
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
市
民
や

企
業
の
森
林
づ
く
り
活
動
が
急
速

に
高
ま
っ
て
心
強
い
。

【
畠
山
重
篤�

�
�

「
森
は
海
の
恋
人
」
理
事
長
】

　
い
い
カ
キ
づ
く
り
の
た
め
に

と
、
直
感
で
河
川
上
流
の
山
林
の

ブ
ナ
植
樹
を
進
め
て
き
た
が
、
北

海
道
大
学
の
松
永
先
生
か
ら
金
華

山
沖
が
世
界
３
大
漁
場
な
の
は
、

ロ
シ
ア
・
中
国
国
境
の
ア
ム
ー
ル

川
上
流
域
か
ら
流
れ
る
鉄
分
が
魚

類
生
育
を
促
進
し
て
い
る
た
め
、

と
い
う
研
究
成
果
を
教
わ
り
自
信

を
得
た
。

　
さ
ら
に
、
地
球
重
量
の
３
分
の

１
を
占
め
る
鉄
分
と
森
林
の
つ
く

る
腐
植
土
の
相
互
作
用
が
、
人
間

も
含
む
す
べ
て
の
生
命
の
根
幹
に

か
か
わ
っ
て
い
る
ら
し
い
と
分
か

り
、
興
奮
し
て
い
る
。

��

道
普
請
車
座
フ
ォ
ー
ラ
ム
ミ
ニ
講
演
概
要

車座フォーラムでは活発な討議が続いた

　
静
岡
県
掛
川
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

時
の
寿
ノ
森
ク
ラ
ブ
の
松
浦
茂
夫

理
事
長
は
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
と
き
12
軒
だ
っ
た
過
疎
地
で
育

っ
た
が
、
最
後
に
残
っ
た
わ
が
家

も
10
年
で
撤
退
し
て
以
来
、
懐
か

し
い
森
や
清
流
を
再
生
さ
せ
た
い

と
一
人
で
植
林
し
始
め
た
ら
、
仲

間
が
８
年
で
20
人
近
く
に
な
り
２

平
方
㌔
の
森
林
を
間
伐
し
海
岸
林

な
ど
の
植
樹
も
７
万
２
０
０
０
本

に
な
っ
た
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

海
を
育
て
る
森
づ
く
り

　
東
日
本
大
震
災
後
、
新
た
な
意

欲
で
森
づ
く
り
に
取
り
組
む
南
三

陸
森
の
会
の
高
橋
長
晴
会
長
も

「
以
前
は
建
築
用
材
中
心
の
森
林

経
営
を
し
て
い
た
が
、
埋
め
立
て

地
の
市
街
地
が
壊
滅
し
た
の
に
、

山
が
無
事
残
っ
て
い
る
の
を
見
て

自
然
か
ら
大
き
な
教
訓
を
も
ら
っ

た
」
と
、
若
い
漁
師
た
ち
と
海
を

育
て
る
森
づ
く
り
開
始
を
宣
言
し

た
。

　
大
日
本
山
林
会
の
箕
輪
光
博
会

長
、
全
国
森
林
組
合
連
合
会
の
佐

藤
重
芳
会
長
、
緑
化
行
事
発
祥
地

石
碑
付
近
の
沢
水
を
生
活
水
に
利

用
し
清
掃
活
動
に
も
地
域
住
民
と

し
て
参
加
し
た
真
壁
町
東
山
田
地

区
の
山
田
政
治
区
長
、
茨
城
県
緑

化
推
進
機
構
の
田
村
輝
穂
理
事

長
、
地
球
の
緑
を
育
て
る
会
の
石

村
章
子
理
事
長
ら
が
、
緑
へ
の
思

い
な
ど
を
語
っ
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た

東
京
農
業
大
学
の
宮
林
茂
幸
教
授

が
「
今
後
も
緑
化
国
民
運
動
原
点

周
辺
の
道
普
請
を
、
多
く
の
産
官

学
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協

働
し
て
続
け
、
森
林
と
国
民
の
触

れ
合
い
を
強
め
て
次
世
代
の
日
本

創
生
へ
つ
な
げ
た
い
」と
ま
と
め
、

最
後
に
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を

合
唱
し
た
。

意
欲
的
な
家
づ
く
り
現
場
見
学
会一般財団法人 住宅産業研修財団

　東京本部
　〒 105-0001 東京都港区虎ノ門 1-1‐21　新虎ノ門実業会館２F
　URL: http://www.jaho.or.jp

こまつ木場潟
浅井昭彦駅長

　｢来まっし・見まっし・食べまっし｣

石川県小松市蓮代寺町ケ 2-2
国道８号  TEL.0761-25-1188

などを基本テーマに、農家レストランで｢蛍米｣な
ど地元食材をふんだんに使用した郷土伝承料理や、
松尾芭蕉も愛したという｢小松うどん｣を提供しま
す。水を一切使用せず野菜の水分だけで仕上げた小
松産トマトの｢トマトカレー｣はおすすめです。

北の関宿安芸高田
溝本郁夫駅長

　お土産店では、水耕ねぎ、岩豆腐な

広島県安芸高田市美土里町横田 331-1
中国自動車道高田 IC 横　　TEL.0826-57-1657

ど新鮮野菜や地元産品のほか、珍しい全国の干物
を販売しています。食堂は、ウコンを練り込んだ
オリジナル麺が特徴の長生きラーメン、地元の食
材を使った日替わりの手作り料理が自慢です。24
時間営業の便利なコンビニも併設しています。

塩津海道あぢかまの里
橋本勝美駅長

琵琶湖最北の自然と歴史が豊かな所。直

滋賀県長浜市西浅井町塩津浜 1765
国道 8 号　　TEL.0749-88-0848

売所で地域内朝採りの農産物や湖魚と加工品を販
売している。鮒寿司、シシコロ、ゴパン、焼き鯖寿司、
あじかま味噌等特産品が豊富。地元食材中心の食
事処、地域の魅力を発信する多世代交流施設、道
路交通・気象情報館も設けられている。
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道
21
世
紀
新
聞
が
発
行
さ
れ
て

９
年
経
ち
、
今
回
は
第
40
号
で
あ

る
。
厳
し
い
環
境
下
に
あ
っ
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
発
行
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
関
係
者
の
ご
尽
力
に
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
私
も
発
行
当
初
か
ら
こ
の
欄

「
ハ
ロ
ハ
ロ
」
を
受
け
持
ち
支
援

し
て
き
た
が
、
改
め
て
「
ハ
ロ
ハ

ロ
」
の
意
味
に
つ
い
て
触
れ
て
み

た
い
。

　「
公
」
は
、「
ハ
」（
開
か
れ
た
）

と
「
ム
」
＝
「
ロ
」（
場
所
）
に

分
解
さ
れ
る
の
で
、
誰
も
が
自
由

に
使
用
で
き
る「
開
か
れ
た
場
所
」

（
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ
）
の

意
が
あ
る
。私
の
姓「
谷
口
」は「
ハ

ハ
ロ
ロ
」
に
分
解
さ
れ
、
順
序
を

入
れ
替
え
る
と「
ハ
ロ
ハ
ロ
」、「
ハ

ロ
」
＝
「
公
」
の
２
乗
と
勝
手
な

解
釈
を
し
て
い
る
。

　
価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
で
、

「
私
」
の
自
由
と
権
利
が
優
先
主

張
さ
れ
が
ち
だ
が
、
同
時
に
他
人

の
自
由
と
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
同
様
に
「
私
」

は
「
公
」
を
尊
重
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。「
私
」
の
幸
せ
の
上

に
「
公
」
の
幸
せ
が
、「
公
」
の

幸
せ
の
上
に
「
私
」
の
幸
せ
が
、

と
い
う
好
循
環
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
公
」
と
「
私
」
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
想
い
で
、本
欄
を
「
ハ
ロ
ハ
ロ
」

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
。

　
道
路
は
、
公
共
事
業
＝
悪
と
い

う
流
れ
に
沿
っ
て
批
判
的
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
道

の
駅
」
は
大
変
好
意
的
に
捉
え
ら

れ
て
い
る
。「
道
の
駅
」
は
、
休

憩
機
能
、
情
報
発
信
機
能
、
地
域

連
携
機
能
の
ほ
か
、
防
災
機
能
が

備
わ
り
道
路
利
用
者
や
地
域
住
民

に
身
近
な
施
設
と
受
け
止
め
ら

れ
、
地
域
活
性
化
の
新
た
な
拠
点

と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
き
て
い

る
。「
道
の
駅
」
登
録
制
度
発
足

か
ら
21
年
を
経
て
、
現
在
１
０
１

４
の
駅
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
厳

し
い
環
境
下
に
あ
っ
て「
道
の
駅
」

の
更
な
る
進
化
を
期
待
す
る
声
が

大
き
い
。「
道
の
駅
」
は
道
路
利

用
者
や
地
域
住
民
の
「
開
か
れ
た

場
所
」
で
あ
る
と
の
原
点
に
立
ち

戻
っ
て
、
自
主
的
、
独
創
的
、
柔

軟
な
種
々
の
取
り
組
み
に
よ
る
進

化
が
望
ま
れ
る
。

　
更
に
、進
化
し
た「
道
の
駅
」が
、

点
か
ら
線
へ
、
線
か
ら
面
へ
と
続

く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
が
全
体
と

し
て
持
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
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農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土

進
化
し
た
「
道
の
駅
」
が
地
域
発
展
に
貢
献

市
民
が
取
り
組
む
防
災
が
重
要

　
国
は
公
共
事
業
と
し
て
国
土
強

靭
化
計
画
を
進
め
て
い
る
。
大
災

害
に
備
え
る
対
策
と
し
て
必
要
だ

が
、
防
災
は
道
路
や
施
設
整
備
だ

け
で
な
く
、
市
民
が
取
り
組
む
対

策
も
重
要
な
国
土
強
靭
化
だ
と
思

う
。
市
民
が
取
り
組
む
防
災
と
い

う
と
消
火
訓
練
や
防
災
グ
ッ
ズ
が

頭
に
浮
か
ぶ
が
、
そ
れ
で
充
分
だ

ろ
う
か
。
以
前
、
東
南
海
地
震
で

は
救
助
部
隊
到
着
ま
で
２
週
間
か

か
る
と
発
表
さ
れ
た
。
私
た
ち
は

２
週
間
と
い
う
期
間
を
防
災
対
策

と
し
て
想
定
し
て
い
る
か
。

　
家
庭
の
食
料
備
蓄
は
平
均
３
日

と
い
う
。
４
日
目
以
降
10
日
間
の

食
料
は
何
処
に
備
蓄
が
あ
る
の

か
。
大
災
害
で
は
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
な
ど
公
共
イ
ン
フ
ラ
が
止
ま

る
。
10
日
間
の
燃
料
と
水
は
何
処

に
あ
る
の
か
。
身
近
な
避
難
場
所

の
食
料
備
蓄
は
ど
の
程
度
か
調
べ

て
み
る
必
要
が
あ
る
。
避
難
場
所

に
何
人
避
難
し
て
く
る
か
調
べ
れ

ば
、
大
変
な
こ
と
が
分
か
る
。

　
私
の
地
域
の
避
難
場
所
の
食
料

備
蓄
は
地
域
全
員
が
避
難
し
た
場

合
、
１
日
で
無
く
な
る
と
分
か
っ

た
。
近
く
の
航
空
自
衛
隊
基
地
を

見
学
に
行
き
食
料
備
蓄
を
調
べ
た

ら
、
隊
員
の
食
料
備
蓄
し
か
無
か

っ
た
。
３
・
11
で
は
、
遠
い
県
の

基
地
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
食
料

を
運
び
、
そ
れ
を
被
災
地
に
ヘ
リ

で
運
ん
だ
そ
う
だ
。

　
富
士
山
の
噴
火
も
最
近
浮
上
し

た
。
火
山
弾
が
遠
く
ま
で
飛
ぶ
被

害
想
定
が
出
て
い
る
が
火
山
灰
が

問
題
だ
。
大
量
に
降
れ
ば
ヘ
リ
は

飛
べ
ず
、
周
辺
道
路
は
通
行
不
能

と
な
り
、
10
日
間
の
食
料
を
確
保

し
な
い
と
大
変
だ
。
10
日
間
で
は

餓
死
し
な
い
だ
ろ
う
が
、
老
人
や

子
供
に
は
切
実
な
問
題
だ
。

　
こ
の
欄
で
以
前
、
ス
イ
ス
の
防

災
に
つ
い
て
書
い
た
が
、
ス
イ
ス

で
は
半
年
間
、
国
民
が
飢
え
な
い

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
国
土
を
強

靭
に
す
る
道
路
や
堤
防
整
備
は
必

要
だ
が
、
防
災
は
初
期
、
中
期
、

長
期
で
考
え
る
も
の
だ
。
初
期
防

災
は
誰
も
が
意
識
し
て
い
る
が
、

中
長
期
の
防
災
は
意
識
し
な
い
。

災
害
は
何
時
起
こ
る
か
読
め
ず
、

起
き
て
か
ら
考
え
て
も
遅
い
。
多

く
の
人
は
国
や
市
町
村
が
対
策
を

考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
が
、
災
害

は
議
論
を
待
っ
て
く
れ
な
い
。

　
ス
イ
ス
の
防
災
と
同
じ
く
、
シ

ェ
ー
ナ
ウ
の
想
い
と
い
う
文
章
も

書
い
た
が
、
国
の
政
策
を
待
つ
の

で
は
な
く
、
地
域
の
暮
ら
し
と
命

を
守
る
活
動
は
、
市
民
が
自
ら
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

　
私
は
ス
イ
ス
と
ド
イ
ツ
の
教
訓

を
活
か
し
、
10
年
前
か
ら
地
域
で

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
地

域
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
防
災
活
動
に

転
換
す
る
試
み
だ
。
交
流
活
動
と

し
て
展
開
し
て
き
た
餅
つ
き
、
ソ

ー
メ
ン
流
し
、
収
穫
祭
な
ど
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
、
防
災
の
視
点
で

組
み
直
す
こ
と
を
始
め
た
。

　
地
域
防
災
の
基
本
は
食
料
と
燃

料
と
水
。
そ
の
３
つ
を
拠
点
に
整

備
し
、
地
域
住
民
の
手
で
10
日
以

上
の
炊
き
出
し
が
可
能
と
な
る
仕

　
英
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
に
位
置
す
る
ク
ロ
ー
マ

ー
桟
橋
。
１
９
０
１
年
（
明
治
34
年
）
に
完
成
し
１
１

０
年
余
を
経
る
。
昨
年
12
月
、
英
国
沿
岸
部
を
襲
っ
た

60
年
ぶ
り
の
高
波
で
、
桟
橋
の
一
部
に
被
害
が
出
て
復

旧
さ
れ
た
。
供
用
以
来
６
度
の
高
波
や
船
舶
衝
突
の
被

害
に
遭
い
、
そ
の
都
度
復
旧
さ
れ
た
。
こ
の
地
域
は
北

海
に
面
し
、
日
本
海
側
の
冬
の
風
浪
よ
り
も
条
件
が
厳

し
い
。
供
用
当
時
の
写
真
と
昨
年
撮
影
し
た
写
真
で
分

か
る
よ
う
に
、
何
回
も
被
害
に
遭
い
な
が
ら
当
時
の
面

影
が
残
り
、
今
も
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
ビ
ク
ト
リ

ア
朝
の
雰
囲
気
を
持
つ
係
留
施
設
と
し
て
の
形
状
を
保

つ
。
桟
橋
頭
部
に
は
劇
場
が
あ
り
、
背
後
に
エ
レ
ガ
ン

ト
な
ホ
テ
ル
が
建
ち
、
人
々
の
散
策
や
憩
い
の
場
と
な

っ
て
い
る
。
我
が
国
な
ら
対
策
の
た
め
沖
合
に
防
波
堤

を
設
け
た
り
、
桟
橋
の
外
縁
部
を
強
固
に
し
て
形
状
が

変
わ
る
だ
ろ
う
。

　
英
国
沿
岸
部
に
は
58
の
桟
橋
が
現
存
す
る
。
そ
の
多

く
は
同
じ
よ
う
に
地
元
に
愛
さ
れ
守
り
続
け
ら
れ
、
成

海と共に生きる③ 当時の形状にこだわる英国桟橋
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長
し
て
い
る
。
何
故

か
？
　
英
国
人
の
構

造
物
設
計
や
維
持
管

理
の
思
想
に
あ
る
の

で
は
、
構
造
物
が
存

在
す
る
自
然
条
件
や

そ
れ
を
利
用
す
る
人

間
に
規
定
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
考

え
た
。
ま
ず
は
自
然

条
件
。
英
国
は
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
に
乗
っ

た
島
嶼
で
、
地
震
も

ほ
と
ん
ど
な
い
安
定

し
た
地
盤
だ
。
周
辺

水
深
も
浅
く
海
底
勾
配
も
緩
や
か
な
た
め
潮
汐
の
影
響

を
受
け
干
満
の
差
（
６
㍍
～
14
㍍
）
が
大
き
い
。
我
が

国
最
大
は
有
明
海
の
６
㍍
。
こ
う
し
た
海
域
の
係
留
施

設
は
桟
橋
が
適
し
て
い
る
。
桟
橋
は
周
辺
海
浜
の
変
形

に
も
影
響
が
少
な
く
保
全
に
も
適
す
る
。

　
係
留
機
能
だ
け
で
な
く
服
を
着
て
い
て
も
濡
れ
ず
に

沖
合
数
百
㍍
先
ま
で
歩
い
て
行
け
る
。
沖
合
風
景
と
共

に
、
振
り
返
る
と
海
か
ら
の
陸
地
の
風
景
が
広
が
り
非

日
常
的
な
景
観
が
味
わ
え
る
場
だ
。
こ
れ
ら
が
自
然
に

マ
ッ
チ
し
た
桟
橋
の
設
計
思
想
な
の
だ
ろ
う
か
。
当
時

の
桟
橋
形
状
に
こ
だ
わ
る
維
持
管
理
の
思
想
を
さ
ら
に

考
え
た
い
。（
一
般
財
団
法
人
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー

　八
尋
明
彦
）

オープン時（1901 年）のクローマー桟橋（引用：「British 
Piers」 National Piers Society）右は現在（2013年7月撮影）

地域の人が間伐材の薪を備蓄

夕陽が丘そとめ
中島宏史駅長

　夕日の美しい角力灘を一望できるレ

長崎市東出津町 149-2
国道 202 号　　TEL.0959-25-1430　　　　　

ストランでは、郷土料理、姉妹都市フランス地方
都市の家庭料理がおすすめ。テイクアウト館では、
明治時代に福祉活動に献身し姉妹都市の縁を築い
たフランス人神父製法指導の「ドロ様ソーメン」
や田舎まんじゅう、かんころ餅が人気です。

能生
池田尚平店長

　新潟屈指の漁港に隣接し、日本海の

新潟県糸魚川市能生小泊 3596-2
国道 8 号　　TEL.025-566-3456

海の幸、特産の紅ずわいがにをはじめとする地魚
が鮮魚横丁にあふれています。レストランの鮮魚
メニューも豊富。日本海夕日ラインの眺望ポイン
トでもあり、彫刻の並ぶ海洋公園でサンセットの
散歩は格別です。マンモス駐車場は４５０台収容。

童謡のふる里おおとね
島田和男店長

　新鮮野菜、減化学肥料の特別栽培米コ

埼玉県加須市佐波 258-1
県道 46 号線埼玉大橋近く　  TEL.0480-72-2111

シヒカリ、つる付きイチゴ（とちおとめ、やよい
ひめ）、いちごとまと（トマトベリー）などお勧め
農産物を取り揃えています。レストランでは手打
ちそば、黒米うどんが人気。周辺休耕田で夏から
６〜 10 月に咲くホテイアオイの花園も見もの。
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基
本
は
食
料
と
燃
料
と
水

組
み
を
作
っ
た
。
水
は
、
拠
点
に

ホ
タ
ル
用
の
井
戸
を
作
り
、
手
押

し
ポ
ン
プ
を
整
備
し
た
。
燃
料
は

拠
点
敷
地
内
の
大
量
の
間
伐
材
を

薪
に
し
て
、
乾
燥
し
た
も
の
か
ら

イ
ベ
ン
ト
で
使
用
。
食
料
は
５
㌔

㌘
の
米
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

と
し
て
家
庭
に
置
く
運
動
を
展
開

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
最
近
の
家
庭
で
は
米
は
何
時
で

も
手
に
入
る
と
思
い
、
ほ
と
ん
ど

在
庫
を
置
い
て
い
な
い
。
米
は
完

全
栄
養
食
で
あ
り
、
家
庭
に
置
き

場
所
を
確
保
す
れ
ば
問
題
は
な

い
。
玄
米
で
仕
入
れ
て
い
る
米
屋

と
災
害
時
に
協
力
し
て
く
れ
る
産

地
を
結
び
つ
け
、
日
常
的
に
そ
の

産
地
の
米
を
食
べ
る
よ
う
に
す
れ

ば
、
長
期
防
災
に
も
役
立
つ
。

　
拠
点
周
辺
の
農
地
は
ス
イ
ス
の

よ
う
に
食
料
備
蓄
基
地
と
位
置
づ

け
、
農
家
の
協
力
を
取
り
付
け
る

準
備
を
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組

み
は
地
域
住
民
が
支
援
す
る
都
市

農
地
対
策
に
も
な
る
と
思
う
。
究

極
の
飢
餓
対
策
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
拠
点
周
辺
の
農
地

で
、
動
物
や
植
物
の
生
き
も
の
調

査
を
し
、
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か

や
、
そ
の
食
べ
方
に
つ
い
て
も
教

え
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
ん
な
取
り
組
み
を
日
常
的
に

続
け
て
い
れ
ば
、
戦
争
が
起
き
て

も
生
き
残
れ
る
持
続
可
能
な
地
域

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ス

イ
ス
の
国
防
と
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
市

民
活
動
を
手
本
に
し
た
、
市
民
に

よ
る
税
金
を
使
わ
な
い
国
土
強
靭

化
だ
と
思
う
。「
道
の
駅
」
の
防

災
活
動
も
、
地
域
の
暮
ら
し
と
命

に
視
点
を
戻
し
て
み
れ
ば
、
ま
だ

出
来
る
こ
と
は
沢
山
あ
る
。

「道の駅」にリスクマネジメントを

東京海上日動火災保険㈱公務開発部主任
郷間美保

　「
道
の
駅
」
は
制
度
発
足
か
ら
20

年
が
た
っ
た
そ
う
で
す
ね
。
各
地
域

の
創
意
工
夫
で
個
性
豊
か
な
に
ぎ
わ

い
の
場
と
し
て
、
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
安
心
と
便
利
さ

を
提
供
す
る
快
適
な
場
、
地
域
の
魅

力
を
掘
り
起
こ
し
発
信
す
る
場
、
地
域

産
業
振
興
や
交
流
の
場
と
し
て
も
進
化

し
、
道
路
利
用
者
や
地
域
住
民
を
惹
き

つ
け
、
公
的
施
設
と
し
て
の
役
割
も
増

え
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
直
後
、
多
く
の

道
の
駅
が
避
難
所
と
し
て
人
々
を
受

け
入
れ
、
食
料
や
毛
布
の
提
供
、
ト

イ
レ
開
放
な
ど
多
く
の
住
民
に
感
謝

さ
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

救
援
復
旧
部
隊
の
前
線
基
地
に
活
用

さ
れ
た
り
、
被
災
者
救
助
や
支
援
、

復
旧
活
動
で
大
き
な
役
割
を
果
た

し
、
防
災
面
へ
の
期
待
は
さ
ら
に
高

ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
道
の
駅
に
求
め
ら
れ
る

公
共
的
役
割
が
増
大
す
る
一
方
で
、

万
一
の
事
故
や
災
害
へ
の
備
え
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
お

そ
ら
く
、
道
の
駅
設
置
者
で
あ
る
市

町
村
や
運
営
管
理
者
の
判
断
に
任
さ

れ
て
い
る
の
が
実
情
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
の
公

務
開
発
部
で
は
、
不
特
定
多
数
の
人

が
集
い
、
地
域
産
品
が
集
積
す
る
地

域
活
性
化
の
拠
点
、
非
常
時
の
地
域

■
お
知
ら
せ

　今
回
の
ル
ー
ト
プ
レ
ス
第
40
号
か
ら
、
新
た
に
「
道
の
駅
へ
の
期
待
」
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
道
の
駅
に
対
し
、「
わ
が
社
は
道
の
駅
で
こ
ん

な
事
業
を
展
開
し
た
い
」「
道
の
駅
を
こ
ん
な
風
に
使
っ
て
は
」
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル
を
、

主
に
企
業
や
各
種
団
体
な
ど
に
提
案
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
そ
の
会
社
な
ど
を
代

表
し
て
、“
個
人
”
の
考
え
を
ベ
ー
ス
に
展
開
し
て
も
ら
い
ま
す
。
掲
載
希
望
の
会
社
や

団
体
は
、
本
紙
編
集
部
（info@

route-press21st.jp

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ジ
メ
ン
ト
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
各
種
保
険
を
活
用

し
た
リ
ス
ク
の
移
転
／
災
害
時
に
お

け
る
市
町
村
と
運
営
管
理
者
の
役
割

分
担
の
明
確
化
や
連
携
体
制
の
構
築

／
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策

定
／
現
場
で
の
事
故
・
災
害
時
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
…
…
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
東
京
海
上
日
動
の
保
険
グ
ル
ー
プ

は
、
安
心
を
提
供
す
る
社
会
的
使
命

か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
も
地
域
全
体
の

安
全
に
直
結
す
る
公
的
施
設
な
ど
の

「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
「
地
域
に
欠
か

せ
な
い
存
在
に
成
長
し
、
さ
ら
に
進

化
が
期
待
さ
れ
る
道
の
駅
の
発
展

に
、
少
し
で
も
役
立
つ
お
手
伝
い
が

出
来
れ
ば
」と
願
っ
て
い
る
の
で
す
。
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これからの『道の駅』に関するアンケート 『道の駅に関するアンケート』回答用紙　回答用紙

　「道の駅」は登録制度がスタートしてから20年が経ち、新時代に入っ

たといえます。『道の駅』について、率直なご意見をお聞かせください。

Ｑ１．あなたが『道の駅』に期待するのはどんなことですか？

� （該当するもの６つまで）

①十分な駐車場、休憩スペース　　②地元の人とのふれあい

③経路や混雑などの道路情報　　　④災害時の避難所の機能　

⑤地域の歴史や文化を学んだり展示会など活動の場　　⑥近隣の道の駅の情報

⑦年中無休、24 時間利用可能などのサービス　　⑧防災備蓄や設備の充実

⑨地元や近隣の催事や観光情報

⑩災害の歴史を含む地域の地理的特徴の情報

⑪地域住民の寄りあいの拠点　　　⑫情報提供システムの整備

⑬その土地ならではの産品、郷土料理　　⑭災害時の復旧、救援活動の拠点

⑮周遊など広域的な観光情報　　　⑯感じのよい駅員（スタッフ）の応対　

⑰ソバ打ち等の体験　　　　　　　⑱緊急医療情報や災害情報の提供

Ｑ２．今まであなたが利用した道の駅で、道の駅らしい(お気に入りの)

駅はありますか？　駅名とその理由をお聞かせください。（３つまで）�

Ｑ３．道の駅らしくない ( お勧めできない ) と思う駅はありますか？

駅名とその理由をお聞かせください。（３つまで）�

Ｑ４．『道の駅』への要望・期待などありましたらお聞かせください。

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ５．この新聞は何処の道の駅で入手しましたか？

Ｑ１：　
Ｑ２：　１）ａ．駅名
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　２）ａ．駅名　　　　　　　
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　３）ａ．駅名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ３：　１）ａ．駅名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　２）ａ．駅名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　３）ａ．駅名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ４：　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　
Ｑ５：ａ）　　　　　県�ｂ）（駅名）　　　　　　　　　　　　
フリガナ���：　　　　　　　　　　　　
お　名　前：　
　　　　　　　　　　　　　　　　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

①� ②� ③� ④� ⑤⑥� ⑦� ⑧� ⑨⑩⑪� ⑫� ⑬⑭⑮⑯⑰⑱
　ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締
切は平成 26 年 5 月 31 日。
宛先は、〒 102-0075 東京
都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ　ＮＰＯ法
人�人と道研究会

ご回答方法

イ
ベ
ン
ト
に
も
使
う
釜
は
炊
き
出

し
用
に
転
用
で
き
る
。
釜
な
ど
は

常
に
備
え
る
こ
と
が
大
切

道の駅への期待

防
災
拠
点
と
し

て
、
さ
ら
に
道

の
駅
の
機
能
を

強
化
し
拡
充
す

る
に
は
「
公
的

施
設
に
ふ
さ
わ

し
い
一
定
水
準

の
リ
ス
ク
マ
ネ

都城
徳永貢駅長

　気球を模した看板が目印。国の伝統工

宮崎県都城市都北町 5225-1
国道 10 号　　TEL.0986-38-4561

芸品に指定されている都城大弓と、都城木刀づく
りが日本一で、牛、豚、鶏の産出額も全国トップ
クラスであることを写真やパネル展示で詳しく紹
介しています。肉と焼酎のまちならではの加工商
品や個別に包装された郷土菓子が人気です。

みやま公園
小坂田奉文駅長

　東京ドーム40倍の広大な都市公園内

岡山県玉野市田井 2-4464
国道 30 号　　TEL.0863-32-0115

にあり、農産物直売施設では特産のきび、たかきび、
はとむぎ、黒米、大豆を使った「玉野五穀」が大
好評です。レストランの人気は、郷土食「たまの
温玉めし」、「たまげた丼」、「あなご丼」。「雑穀フェ
スタ」には市内外からのお客でにぎわいます。

たくみの里
飛田勝業務課長

　旧三国街道の面影を残す須川宿の玄

群馬県みなかみ町須川 847
群馬県道 53 号　　TEL.0278-64-2210

関口に位置し農産物直売所と食堂を併設していま
す。ふるさとの農村を感じさせる東京ドーム約
70個分の広い敷地に20軒の体験の家が点在し、
そば打ちやわら細工、竹細工など昔ながらの手づ
くり体験を楽しめます。レンタサイクルあり。
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　道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0075 
東京都千代田区三番町 7-1 朝日三
番町プラザ NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

◆お便り募集

☆
心
と
体
あ
っ
た
か
　

　
年
こ
し
を
し
に
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
家
に
行
く
時
と
帰
り
に
い
つ

も
、
道
の
駅
石
神
の
丘
に
よ
り
ま

す
。
お
正
月
は
、
お
い
し
い
お
ぞ

う
に
と
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
の
ふ
る
ま

い
が
あ
る
の
で
、
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
イ
ン
ス
タ

ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
の
粉
も
お
い
て

あ
っ
た
の
で
、
お
母
さ
ん
が
「
い

い
ア
イ
デ
ア
だ
ね
。」
と
よ
ろ
こ

ん
で
い
ま
し
た
。
み
ん
な
、
体
と

心
が
あ
っ
た
ま
り
ま
し
た
。
ご
ち

そ
う
さ
ん
、
ま
た
よ
り
ま
す
ね
。

（
岩
手
県
盛
岡
市
　
小
学
３
年
生

女
子
・
９
歳
）

☆
東
北
で
教
わ
っ
た

　
今
年
は
２
度
、
東
北
地
方
へ
１

泊
２
日
の
旅
を
夫
婦
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。
出
会
っ
た
皆
さ
ん
が
親

切
で
明
る
く
、
災
害
を
乗
り
越
え

よ
う
と
一
生
懸
命
の
様
子
に
安
心

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
行
く
先
々

の
道
の
駅
で
農
産
物
を
購
入
し
、

生
産
者
の
方
々
に
料
理
の
仕
方
を

教
わ
り
、目
か
ら
う
ろ
こ
で
し
た
。

そ
の
材
料
が
若
干
残
っ
て
い
ま
す

の
で
、
今
夜
用
に
調
理
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
埼
玉
県
熊
谷
市
　

自
治
会
役
員
男
性
・
72
歳
）

☆
大
切
な
震
災
記
事

　
高
知
県
の
道
の
駅
で
も
防
災
セ

ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
東
日
本
大
震

災
の
津
波
被
害
の
こ
と
、
発
生
の

恐
れ
が
高
ま
っ
て
い
る
「
南
海
ト

ラ
フ
地
震
」
の
こ
と
な
ど
、
少
し

忘
れ
か
け
て
い
た
地
震
へ
の
危
機

感
を
思
い
出
さ
せ
る
大
切
な
記
事

を
関
心
深
く
読
み
ま
し
た
。
こ
の

問
題
は
忘
れ
な
い
こ
と
が
一
番
で

す
の
で
、
定
期
的
に
記
事
に
し
て

く
だ
さ
い
。
災
害
備
蓄
用
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
家
族
と

私
用
に
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。（
青

森
市
　
ア
ル
バ
イ
ト
女
性
・
27
歳
）

☆
震
災
を
語
り
継
ぐ

　
仕
事
で
釜
石
に
滞
在
し
、
津
波

被
害
の
ひ
ど
か
っ
た
両
石
町
の
海

嘯
記
念
碑
を
毎
日
の
よ
う
に
見
て

い
ま
し
た
。
震
災
を
忘
れ
な
い
よ

う
、
語
り
継
ぐ
よ
う
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
探
し
ま
す
。（
青
森

県
弘
前
市
　
公
務
員
女
性
・
33
歳
）

☆
私
も
い
つ
か
投
稿

　
読
者
の
声
ら
ん
が
、
誠
に
お
も

し
ろ
い
！
　
皆
さ
ん
、
ユ
ー
モ
ア

あ
り
セ
ン
ス
あ
り
、
笑
い
あ
り
泣

き
あ
り
。
道
の
駅
も
人
の
交
流
の

場
で
す
が
、
ル
ー
ト
プ
レ
ス
読
者

の
声
ら
ん
も
な
か
な
か
！
　
知
恵

者
の
皆
さ
ん
に
は
気
お
く
れ
し
て

し
ま
い
ま
す
が
、
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
ら
、
投

稿
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
千

葉
県
長
生
郡
　
無
職
女
性
・
41
歳
）

☆
道
の
駅
に
転
職
♥

　
道
の
駅
が
大
好
き
す
ぎ
て
、
今

年
１
月
に
道
の
駅
へ
転
職
し
ま
し

た
。
毎
日
毎
日
、
楽
し
く
仕
事
が

で
き
て
大
満
足
で
す
!!
　
が
ん
ば

り
ま
す
♥
（
青
森
県
上
北
郡
　
会

社
員
女
性
・
31
歳
）

☆
歓
迎
地
元
道
の
駅

　
つ
い
先
日
で
す
が
、
地
元
に
道

の
駅
「
み
つ
ま
た
」
が
オ
ー
プ
ン

し
行
っ
て
き
ま
し
た
。
駐
車
場
も

広
く
、
地
元
で
採
れ
る
山
菜
な
ど

も
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
湯
沢
三

俣
地
区
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
な
く
、

ほ
ん
と
に
あ
り
が
た
い
。
旅
行
先

な
ど
で
も
道
の
駅
に
立
ち
寄
り
ま

す
が
、
地
場
産
物
が
売
ら
れ
て
い

る
と
、
衝
動
買
い
し
て
し
ま
い
ま

す
。
地
場
物
を
買
え
る
の
が
道
の

駅
の
魅
力
だ
と
確
信
し
て
い
ま

す
。（
新
潟
県
長
岡
市
　
派
遣
社

員
男
性
・
64
歳
）

☆
道
の
駅
看
板
撮
影

　
愛
知
に
来
て
６
年
目
に
な
り
ま

す
が
、
自
宅
は
北
海
道
で
、
夏
休

み
に
は
帰
り
ま
す
。
道
の
駅
と
日

帰
り
温
泉
巡
り
を
始
め
、
車
で
の

移
動
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
は
道
の
駅
の
看
板
を
写
真
に

撮
り
、
ア
ル
バ
ム
に
張
っ
て
妻
と

あ
れ
こ
れ
想
い
出
話
を
す
る
の
も

楽
し
み
で
す
。（
愛
知
県
豊
橋
市

　
ア
ル
バ
イ
ト
男
性
・
61
歳
）

☆
Ｅ
Ｖ
充
電
の
記
事

　
我
が
家
の
車
を
買
っ
て
か
ら
も

う
す
ぐ
10
年
。
買
い
替
え
て
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
に
？
電
気
？
と
い
ろ
い

ろ
買
い
替
え
話
が
出
て
い
ま
す
。

先
日
、
久
々
に
思
春
期
の
男
の
子

二
人
を
含
め
家
族
で
日
帰
り
ド
ラ

イ
ブ
に
出
か
け
て
道
の
駅
で
貴
紙

を
手
に
入
れ
ま
し
た
の
で
、
Ｅ
Ｖ

充
電
器
の
記
事
、
為
に
な
り
ま
し

た
。
帰
途
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
皆

で
解
い
た
こ
と
で
も
、
日
ご
ろ
は

会
話
の
少
な
い
車
中
を
楽
し
く
過

ご
せ
ま
し
た
。
感
謝
デ
ス
！
（
奈

良
県
生
駒
市
　
主
婦
・
44
歳
）

☆
イ
ラ
ス
ト
付
き
に

　「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
は
は
っ
き

り
言
っ
て
、
私
た
ち
の
よ
う
な
10

代
、
20
代
の
若
者
に
は
む
ず
か
し

す
ぎ
る
記
事
が
多
い
で
す
ね
。
で

も
、
読
者
の
声
欄
に
出
て
い
た
赤

い
羽
根
共
同
募
金
は
協
力
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。
な
ん
せ
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
（
イ
ラ
ス
ト
）
付
き

で
、
そ
れ
も
だ
れ
で
も
知
っ
て
い

る
「
初
音
ミ
ク
」
だ
か
ら
ね
。
だ

か
ら
時
々
で
も
い
い
か
ら
、
イ
ラ

ス
ト
あ
る
と
い
い
な
あ
。（
名
古

屋
市
　
介
護
福
祉
士
・
22
歳
）

☆
伝
統
つ
な
ぐ
若
者

　
建
設
業
界
の
３
分
の
１
が
55
歳

以
上
で
、
29
歳
以
下
は
10
人
に
１

人
し
か
い
な
い
と
静
岡
県
建
設
業

協
会
が
発
表
し
た
。
こ
の
ま
ま
で

は
大
変
、
な
ん
と
か
し
な
く
て
は

と
高
校
生
ら
か
ら
「
私
の
街
の
未

来
を
つ
く
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

論
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
将
来

の
懸
念
も
吹
き
飛
ぶ
文
が
い
っ
ぱ

い
届
い
た
と
の
こ
と
。
時
代
を
超

え
て
伝
統
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
意
味

が
あ
る
の
だ
。
伊
勢
神
宮
の
式
年

遷
宮
を
昨
年
見
て
き
て
そ
う
思
っ

た
。（
静
岡
県
浜
松
市
　
自
営
業

男
性
・
77
歳
）

☆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

が
趣
味
で
す
の
で
、
当
然
、
道
の

駅
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
毎
年

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
仕
事
が
あ
る
の
で
余
裕
が
な

く
、
な
か
な
か
賞
を
も
ら
う
ま
で

ス
タ
ン
プ
が
押
せ
ま
せ
ん
。
だ
ん

だ
ん
挑
戦
意
欲
も
薄
れ
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
期
間
を
長
く
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
特

に
東
北
の
道
の
駅
は
広
範
囲
に
わ

た
る
の
で
、
２
年
間
く
ら
い
に
し

て
ほ
し
い
の
で
す
が
。（
福
島
県

南
相
馬
市
　
公
務
員
男
性
・
60
歳
）

☆
出
会
い
の
地
再
訪

　
妻
と
知
り
合
っ
た
の
は
、
小
豆

島
へ
の
バ
ス
旅
行
の
と
き
で
し

た
。
定
年
後
に
先
日
、
会
社
の
シ

ル
バ
ー
旅
行
に
参
加
し
、
夫
婦
で

40
年
ぶ
り
に
再
訪
し
ま
し
た
。
二

十
四
の
瞳
の
映
画
村
、
オ
リ
ー
ブ

園
、
寒
霞
渓
の
風
景
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
映
画
村
の

ボ
ス
ト
ン
バ
ス
や
オ
リ
ー
ブ
園
で

の
♥
形
葉
っ
ぱ
探
し
は
な
く
な

り
、
山
の
中
腹
に
大
観
音
が
で
き

て
い
ま
し
た
。
帰
り
際
、
道
の

駅
「
大
阪
城
残
石
記
念
公
園
」
で

「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
を
入
手
し
て

読
者
の
声
を
読
み
、
い
ろ
ん
な

人
々
の
思
い
に
楽
し
く
な
っ
て
投

稿
し
ま
し
た
。（
兵
庫
県
加
古
郡

　
会
社
員
男
性
・
62
歳
）

☆
24
時
間
道
の
駅
を

　
高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
、
Ｐ
Ａ
は
24

時
間
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い

の
だ
し
、
道
の
駅
も
24
時
間
営
業

に
し
て
は
。
深
夜
走
る
こ
と
が
多

い
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
私

の
よ
う
な
自
転
車
野
郎
ま
で
い
ろ

ん
な
利
用
者
が
い
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
道
、
そ
の
地
域
に
合
わ
せ
た

道
の
駅
づ
く
り
を
お
願
い
し
た

い
。（
千
葉
県
市
原
市
　
フ
リ
ー

男
性
・
27
歳
）

☆
改
め
て
歴
史
知
る

　
近
く
の
道
の
駅
で
初
め
て
ル
ー

ト
プ
レ
ス
を
見
つ
け
、
い
た
だ
い

て
き
ま
し
た
。「
日
本
風
景
街
道
」

の
記
事
を
読
み
、
35
年
前
の
新
婚

旅
行
で
當
痲
寺
に
行
っ
た
と
き
は

た
だ
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
た
だ
け
だ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
改

め
て
歴
史
を
知
り
、
も
う
一
度

ゆ
っ
く
り
行
っ
て
み
た
い
。
次
号

も
ぜ
ひ
読
み
ま
す
。（
北
海
道
夕

張
市
　
主
婦
・
59
歳
）

う
ち
日
さ
す
　
宮
に
行
く
子
を
　
ま
愛カ

ナ

し
み
　
止ト

む
れ
ば
苦
し
　

や
れ
ば
術ス

ベ

な
し
（
万
葉
集
・
巻
四
・
五
三
二
番
）

　
御
所
に
「
出
仕
す
る
」
の
で
、
都
へ
旅
立
っ
て
行
く
娘
よ
!!
と

て
も
可
愛
い
い
か
ら
家
に
留
め
お
き
た
い
と
思
う
…
…
が
、
そ
れ

は
心
苦
し
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
御
所
に
行
か
せ
る
と
も
う
、

の
物
語
を
残
し
て
い
る
。

　
可
愛
い
く
て
、
目
に
入
れ
て

も
痛
く
な
い
、
か
け
が
え
の
な

い
掌

し
ょ
う

中ち
ゅ
う
の
珠た

ま

・
娘
で
あ
る
。
そ

の
娘
を
「
采
女
」
と
し
て
都
に

送
り
出
す
父
親
で
あ
り
、「
国

く
に
の

守か
み

」
で
あ
る
宿
奈
麻
呂
の
情お

も
い念

を
吐
露
し
た
歌
で
あ
る
。

　
都
に
行
か
せ
た
い
!!
き
ら
び
や
か
な
宮
仕
え
を
体
験
さ
せ
た

い
!!
と
思
う
―
―
同
時
に
、
手
離
し
た
く
な
い
!!
と
思
う
。

　
理
性
と
感
情
と
の
葛
藤
・
ジ
レ
ン
マ
に
悩
む
親
心
に
、
二
者
択

一
を
迫
ら
れ
た
宿
奈
麻
呂
は
切
な
さ
・
苦
し
さ
の
な
か
、
英
知
で

「
旅
立
ち
」
を
決
断
す
る
。

　
父お

や

娘こ

の
別
離
・
巣
立
ち
・
子
離
れ
で
あ
る
。

　
い
ろ
い
ろ
と
事
情
を
異
に
す
る
も
、
時と

き

至い
た

り
て
、〝
親
と
子
の

別
れ
〟
は
、
必
然
的
な
宿
命
で
あ
る
。

　
だ
が
、
娘
に
溺
れ
る
作
者
は
更
に
絶
唱
す
る
。

難ナ
ニ
ハ波
潟ガ

タ

　
潮
干
の
餘ナ

ゴ
リ波

　
飽
く
ま
で
も
　
人
の
見
る
子
を
　
我
し

羨ト
モ

し
き
　(

五
三
三
番)

　
難
波
潟
に
潮
が
満
ち
た
り
干
い
た
り
す
る
様
は
、
雄
大
で
お
も

し
ろ
い
。
そ
の
景
観
を
見
飽
き
る
ま
で
眺
め
尽
く
す
よ
う
に
、
出

仕
し
た
わ
が
娘
を
見
飽
き
る
ま
で
見
る
大
宮
人
が
、
私
は
う
ら
や

ま
し
い
。

離
合
集
散
の
季
節
到
来
―
―
ど
ん
な
人
の
身
上
に
も
、
す
べ
て
よ

か
れ
し
!!
の
思
い
切せ

つ

で
あ
る
。�

（
万
葉
研
究
家
）

　
都
に
旅
立
つ
娘
へ
の
父
の
情
念

娘
に
構か

ま

う
こ
と
は
出
来
な
い
。
ど
う
に
も
仕
様
が
な
い
。
や
る
瀬

な
い
こ
と
よ
!!

����

×
　
　
　��

×
　
　��

　
×
　
　

　
作
者
は
、
大お

お
と
も
の伴
宿す

く

奈な

麻ま

呂ろ

。
養
老
三
年(

七
一
九
年)

頃
は
備び

ん

後ご

守の
か
み
で
、
広
島
県
に
住
ん
で
い
た
。

　
う
ち
日
さ
す
―
―
「
全う

つ
ひ日
が
射さ

し
入
る
」
意
。
都
・
宮
に
か
か

る
枕
言
葉
。

　
宮
に
行
く
子
―
―
古
代
、天
皇
に
日
常
雑
事
で
奉
仕
す
る
女
官
。

「
采う

ね

女め

」
と
呼
ば
れ
、
地
方
国
人
・
次
官
以
上
の
娘
で
、
容
姿
端

麗
の
者
を
撰
出
し
て
上
京
さ
せ
た
。
大
宮
人
と
結
ば
れ
て
、
悲
喜

しんよしとみ
金光優介駅長

　律令時代の地方政庁跡を示す国指定史

福岡県上毛町大ノ瀬 304-1
國道 10 号　　TEL.0979-84-7077

跡「大ノ瀬官衙遺跡」と一体になった駅です。と
うふアイス」「おからパイまんじゅう」、豊前海の
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に蒲鉾屋、海鮮丼中心の食事処、寿司屋、土産店、
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　「重要伝統的建造物群保存地区」に指
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の土産物店と軽食・喫茶店では、阿波尾鶏を使っ
たせいろ蒸しセット、地元食材の「みまからアイ
ス」などふるさとアイスが人気です。
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全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
事
務
局
を
任
さ
れ
て
、

は
や
一
年
。
道
の
駅
制
度

が
で
き
て
20
年
経
ち
ま
す

が
、
最
近
よ
く
言
わ
れ
る

の
が
「
指
定
管
理
者
制
度

に
か
ま
け
て
、行
政
が『
道

の
駅
』
に
丸
投
げ
し
て
い

る
駅
が
よ
く
あ
る
」と
か
、

「『
道
の
駅
』
認
定
前
の
首
長
さ
ん
は
一
生
懸
命
だ
っ

た
が
、
認
定
後
は
あ
ま
り
一
生
懸
命
で
な
い
自
治
体

も
多
い
」
な
ど
の
声
で
す
。「
道
の
駅
」
設
置
者
の

姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
２
月
に
全
国
の
「
道
の
駅
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
良
い
「
道
の
駅
」
と
好
ま

し
く
な
い
「
道
の
駅
」
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
一
部

マ
ス
コ
ミ
で
は
、
売
上
額
を
前
面
に
出
し
て
い
る
道

の
駅
が
取
り
ざ
た
さ
れ
ま
し
た
が
、良
い
「
道
の
駅
」

は
売
上
額
だ
け
で
な
く
、
い
か
に
地
域
と
連
携
し
、

地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
が
大
切
で
、
キ
ラ

リ
と
光
る
小
さ
な
「
道
の
駅
」
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　
道
の
駅
は
「
休
憩
機
能
」「
情
報
発
信
機
能
」「
地

域
連
携
機
能
」
の
３
つ
の
機
能
が
基
本
で
す
が
、
東

日
本
大
震
災
以
降
は
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
、
四
国
ブ
ロ

ッ
ク
な
ど
で
、
防
災
機
能
に
つ
い
て
も
議
論
が
交
さ

れ
て
い
ま
す
。

　「
道
の
駅
」
の
発
展
に
は
、
駅
長
と
行
政
担
当
者

と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
互
い
に
批
判
し
て
い
る

よ
う
な
「
道
の
駅
」
に
、
未
来
は
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
平
成
26
年
度
を
迎
え
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
「
道
の

駅
」
連
絡
会
や
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
成
熟
を
目
指
す
「
道
の
駅
」
の
第

２
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
、
首
長
を
始
め
、
行
政
の
役
割

を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

�

（
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務
局
　
菊
池
太
一
）

第
２
ス
テ
ー
ジ
へ

行
政
の
役
割
再
認
識
！

15

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
携
帯
用
防
災
グ
ッ
ズ
「
お

ま
も
り
頭
巾
ち
ゃ
ん
」
を
５

人
に
。

　
４
面
で
紹
介
し
た
実
用
新

案
登
録
品
。
Ｂ
５
サ
イ
ズ
の

ポ
ー
チ
を
開
く
と
防
災
頭
巾

に
な
る
。
５
色
。

　
シ
ニ
ア
月
刊
誌
「
百
歳
万
歳
Ｇ
ａ

ｂ
ｉ
ｎ
」３
か
月
分
購
読
を
20
人
に
。�

　
海
外
観
光
、
国
内
歴
史
、
読
物
、

趣
味
、
健
康
な
ど
読
者
を
飽
き
さ
せ

な
い
総
合
誌
。
読
者
投
稿
が
活
発
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
誌
と
し
て
も

人
気
が
高
い
。

　「
お
・
と
・
あ
・
わ
・
せ
　
お
は

な
し
カ
ル
タ
」
を
５
人
に
。

　
擬
音
語
や
擬
態
語
に
ふ
さ
わ
し
い

絵
札
取
り
と
、
絵
札
で
お
話
づ
く
り

の
２
種
類
を
楽
し
め
る
。
本
紙｢

ク

ロ
ス
ワ
ー
ド｣

問
題
作
成
者
、
寺

崎
美
保
子
さ
ん
の
企
画
・
制
作
。

提供：㈱ＭＴ３
� 電話：047-711-3192

提供：ＮＰＯ法人おぢや元気プロジェクト
� http://www.ojiya-genki.jp

提供：㈱百歳万歳
� http://www.100sai.co.jp/

問題作成　寺崎美保子　
http://www.facebook.com/mihoko.terasaki.9

　クロスワード　人と道パスル

★ヨコの鍵

★
タ
テ
の
鍵

１
　
雨
上
が
り
の
と
き
、
特
に
忘
れ
や
す
い

２
　
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
○
○
○
休
憩

３
　
実
力
の
う
ち

４
　
亀
の
背
に
あ
る

５
　
女
房

６
　
○
○
踊
り
は
函
館
名
物

８
　
ペ
ー
パ
ー
の
こ
と

10
　
エ
ジ
ソ
ン
は
沢
山
し
て
き
ま
し
た

12
　
チ
ェ
ス
で
い
う
馬

14
　
砂
漠
で
チ
ク
チ
ク

15
　
甲
＋
鳥
＝
？

17
　
洗
濯
物
は
、
こ
の
棒
に
干
す

18
　
宮
沢
賢
治
、
南
部
鉄
器
、
わ
ん
こ
そ
ば

19
　
お
は
よ
う
、
こ
ん
に
ち
は
、
お
や
す
み

21
　
と
り
あ
え
ず
、
聴
い
て
み
よ
う

22
　
ひ
と
り
で
勝
負
！

23
　
○
○
、
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

24
　
好
き
な
子
の
こ
と
は
、
つ
い
つ
い
コ
レ
し
ち
ゃ
う

26
　
海
の
ミ
ル
ク
と
、
呼
ば
れ
て
い
ま
す

28
　
与
え
よ
、
取
れ
よ
。
将
棋
は
つ
け
よ

１　冷凍の反対
４　永田町で開かれる
７　他人の著作の無断○○○○はダメ
９　ウチとも
10　太陽の輝きが見える天気です
11　当たるも八卦、当たらぬも八卦
13　×
14　二人だけ…○○で、呑もうよ
16　名前が一覧でズラリ
17　ヤツガシラは、この一種
19　目…ドキドキするね？
20　○○○にかけて、大事に育てました
22　コレはチャンス！？
23　○○○用は業務用では、ありません
25　流行っています
27　銀行にある残高
29　○○とスッポン
30　山梨の県庁所在地といえば？
31　○○に打たれて武者修行

　「
田
舎
暮
ら
し
は
、
男
の
ロ
マ
ン
女
の
ガ
マ
ン
」
と
言
わ

れ
て
き
た
。住
ま
い
の
選
好
に
関
す
る
調
査
な
ど
に
よ
れ
ば
、

田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い
と
い
う
の
は
男
性
に
多
く
、
女
性
は

少
な
い
傾
向
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
田
舎
暮
ら
し
を
実
践
し

て
い
る
方
々
に
会
っ
て
み
る
と
、
意
外
に
女
性
の
方
が
楽
し

ん
で
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
多
い
。

　
本
書
は
、
女
性
が
一
人
だ
け
で
田
舎
暮
ら
し
を
始
め
て
い

る
事
例
を
集
め
た
も
の
だ
。
こ
こ
に
は
、
23
人
の
「
お
ひ
と

り
さ
ま
の
田
舎
暮
ら
し
」
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
滋
賀
県
近

江
八
幡
市
で
カ
フ
ェ
を
開
い
て
い
る
女
性
（
40
代
）
／
長
野

県
大
鹿
村
で
手
ぬ
ぐ
い
や
エ
プ
ロ
ン
を
手
作
り
し
て
い
る
女

性
（
60
代
）
／
奈
良
県
川
上
村
で
看
護
助
手
を
し
て
い
る
女

性
（
40
代
）
…
…
い
ず
れ
も
東
京
か
ら
の
移
住
組
み
だ
。

　
ま
た
、
離
婚
を
契
機
に
京
都
市
郊
外
に
移
り
住
み
、
ダ
ン

ス
教
師
を
し
て
い
る
女
性
（
60
代
）
／
女
手
一
つ
で
子
供
二

人
を
育
て
上
げ
、
定
年
後
、
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
東
栄
駅
舎
内
で
カ

フ
ェ
を
開
い
て
い
る
女
性
（
60
代
）
／
夫
を
都
会
に
残
し
て

愛
媛
県
の
島
で
民
宿
を
始
め
た
女
性
（
60
代
）
／
夫
婦
で
熊

本
県
南
小
国
町
に
移
住
し
た
が
突
然
夫
が
死
亡
、
そ
の
後
一

人
で
民
泊
を
し
て
い
る
女
性
（
60
代
）
…
…
。

　
こ
の
女
性
た
ち
は
、何
と
逞
し
く
覚
悟
が
深
い
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
等
身
大
の
手
仕
事
を

な
り
わ
い
（
生
業
）
的
に
営
む
、
と
い
う
点
に
あ
り
、
そ
こ

に
私
は
田
舎
に
吹
く
新
し
い
風
を
感
じ
る
。

　「
彼
女
た
ち
に
は
共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
自
分
ら
し
く

生
き
て
い
る
こ
と
」
だ
、
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
後
書
き
で

書
い
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
、
今
、
私
た
ち
が
求
め
る
べ
き
生

き
方
で
は
な
い
か
、と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
田
舎
暮
ら
し
は
、

女
性
が
ス
タ
イ
ル
を
作
る
時
代
か
も
し
れ
な
い
。

�

（
花
信
風
子
）

39 号の正解は
「フルサトミチノエキ」

「おひとりさまの
　　田舎暮らし」
宝島社いなか暮らし
� 編集部

応
募
方
法

　プレゼントは希望品名、クロスワードは答えをＡ
ＢＣ順に、いずれもハガキに書き、下記項目を必ず
記入してください。①氏名②郵便番号・住所③電話
番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新聞の入手場
所⑨今号で関心を持った記事⑩感想・意見。送り先
は、〒 102-0075�東京都千代田区三番町 7-1�朝日三
番町プラザ�ＮＰＯ法人�人と道研究会。５月 31 日
必着。発送を発表にかえさせていただきます。個人
情報は当ＮＰＯが厳重管理し、応募作業及びＮＰＯ
からのご案内以外の目的には使用しません。

いなかだて
佐藤一衛駅長

　敷地内に大型遊具、ラジオＦＭ局、

青森県田舎館村高樋字八幡 10
国道 102 号　　TEL.0172-58-4411

埋蔵文化財センター、田んぼアートがあります。
郷土食ではどんぐり、粟、芋を練り込んだ弥生う
どんをレストランで売り出し中。お土産にはリン
ゴジュース、ブドウのスチューベンジュース（秋
は敷地内で栽培している生食用を販売）をどうぞ。

美濃にわか茶屋
三輪治男駅長

　長良川に隣接し緑豊かな山々に囲ま

岐阜県美濃市曽代 2007
國道 156 号　　TEL.0575-33-5022

れた「防災拠点の道の駅」。長良杉の切妻屋根が
美しい館内には、朝採れ野菜や花卉類、美濃和紙
等の特産品が並びます。レストランでは、こだわ
りの煮物やうどん、デザートをかご盛りにした「美
濃どまん中御膳」が味も見た目も楽しいです。

ニセコビュープラザ
濱口絹道マネージャー

　ニセコ連山と羊蹄山の麓、ニセコリ

北海道ニセコ町元町 77-10
国道 5号　　TEL.0136-43-2051

ゾートの玄関口にあります。野菜、ヨーグルトな
どの特産品や手づくり雑貨販売のほか、新そばを
味わえる「鹿追そばまつり」などイベントが好評
です。陶芸を体験できる工作館があり、周辺での
体験観光、農村レストラン、ファームインも人気。

Ｈ
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岐阜県高山市

岐阜県郡上市

岐阜県下呂市

岐阜県中津川市

岐阜県白川町

下呂市の公道・国有林道・民間道

0 6 123 km

背景地図として、国土地理院発行の5万分の1地形図を使用

凡例

公道（国・県・市道・農道・林道）

国有林道

民間道

国有林

民間社有林

長野県王滝村

　
３
・
11
東
日
本
大
震
災
。
東
北
沿
岸
部
で
人
々
を
救
っ
た
「
命
の
道
」

は
多
種
多
様
だ
。
危
惧
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
避
難
路
、
豪
雨
災

害
時
の
迂
回
路
と
し
て
、
地
図
に
な
い
民
間
の
道
が
活
用
で
き
る
。
公

道
と
民
道
の
「
異
種
の
道
」
を
繋
ぎ
、
避
難
ル
ー
ト
を
ひ
ろ
げ
た
い
。

�

（
慶
應
義
塾
大
学

　特
任
教
授

　米
田
雅
子
）

　
道
路
と
い
え
ば
国
道
・
地
方
道

の
公
道
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
地
図

に
載
ら
ず
市
町
村
も
把
握
し
て
い

な
い
道
は
多
い
。
農
業
の
道
、
林

業
の
道
、
電
力
管
理
道
、
通
信
管

理
道
な
ど
民
間
の
道
、
国
有
林
林

道
、
砂
防
施
設
管
理
道
、
自
転
車

道
な
ど
だ
。

　
岩
手
県
釜
石
市
平
田
の
尾
崎
白

浜
地
区
。
沿
岸
道
路
が
寸
断
さ
れ

孤
立
状
態
に
。
住
民
の
避
難
路
、

救
助
・
復
旧
路
に
利
用
さ
れ
た
の

が
集
落
山
側
の
林
業
作
業
道
だ
っ

た
。
他
の
集
落
で
も
多
く
の
林
業

作
業
道
が
「
命
の
道
」
と
な
っ
た
。

同
市
は
「
緑
の
シ
ス
テ
ム
創
造
事

業
」
で
、
崩
れ
に
く
い
林
業
作
業

道
造
り
と
林
業
の
機
械
化
を
進
め

る
。
間
伐
材
の
う
ち
良
質
材
は
建

材
に
加
工
、
低
質
の
木
は
バ
イ
オ

マ
ス
燃
料
と
し
て
、
新
日
鐵
住
金

釜
石
製
鉄
所
の
石
炭
火
力
発
電
所

で
混
焼
す
る
。

　
私
は
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
産
業

協
議
会
（
会
長
・
三
村
明
夫
新
日

鐵
住
金
相
談
役
名
誉
会
長
）
の
森

林
再
生
事
業
化
委
員
会
委
員
長
と

し
て
、
大
震
災
後
は
釜
石
市
、
遠

野
市
、大
槌
町
の
上
閉
伊
地
域
で
、

地
域
の
良
質
木
材
を
使
っ
た
「
ス

ク
ラ
ム
か
み
へ
い
復
興
住
宅
」
を

支
援
し
て
い
る
。

　
釜
石
地
方
森
林
組
合
の
高
橋
参

事
は
「
林
業
作
業
道
を
造
っ
て
良

か
っ
た
。
避
難
や
救
援
で
人
を
助

け
ら
れ
、
山
か
ら
木
を
出
す
こ
と

で
雇
用
も
生
ま
れ
た
」「
津
波
で

は
高
い
所
に
逃
げ
れ
ば
良
い
。
山

中
ど
こ
に
道
が
あ
る
か
調
べ
て
お

き
、
民
間
の
道
で
も
林
業
の
道
で

も
使
っ
て
避
難
す
れ
ば
良
い
」
と

話
す
。

　
岐
阜
県
下
呂
市
の
道
路
地
図
を

み
て
ほ
し
い
。
青
い
線
は
国
道
、

た
い
。
公
道
と
民
道
を
繋
げ
ば
全

国
に
防
災
・
命
の
道
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
造
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
同
県
飛
騨
地
域
で
は
、
災
害
時

の
集
落
孤
立
防
止
の
た
め
、
公
道

と
林
業
の
道
を
繋
ぐ
検
討
が
進

む
。
同
県
は
航
空
測
量
地
図
（
Ｇ

Ｉ
Ｓ
）
を
整
備
し
て
お
り
、
高
山

市
は
山
間
に
ど
ん
な
道
が
あ
る
か

調
べ
、
異
種
の
道
の
地
図
を
作
っ

た
。
土
砂
崩
れ
に
よ
る
孤
立
を
防

ぐ
回
避
ル
ー
ト
も
検
討
し
て
い

る
。
下
呂
市
で
は
、
地
図
に
な
い

国
有
林
の
道
と
民
有
林
の
作
業
道

が
市
道
に
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
の

ル
ー
ト
を
補
強
す
れ
ば
、
災
害
時

の
迂
回
路
に
な
り
、
木
材
搬
出
、

観
光
ル
ー
ト
や
生
活
に
も
役
立

つ
。

　
民
間
企
業
も
低
コ
ス
ト
で
壊
れ

に
く
い
道
の
技
術
を
開
発
。
鉄
鋼

ス
ラ
グ
を
砂
利
代
わ
り
に
使
う
舗

装
、
早
期
交
通
開
放
型
コ
ン
ク
リ

ー
ト
舗
装
、
人
力
で
運
べ
る
軽
い

鋼
製
の
土
留
工
な
ど
。
生
コ
ン
車

が
入
れ
な
い
山
道
で
も
人
の
手
で

敷
設
で
き
る
工
法
に
力
を
入
れ
る
。

　
た
だ
、
異
な
る
道
を
繋
ぐ
に
は

制
度
上
の
課
題
が
あ
る
。
道
路
は

国
土
交
通
省
、
林
道
は
林
野
庁
、

農
道
は
農
林
水
産
省
、
電
力
管
理

道
は
経
済
産
業
省
な
ど
所
管
が
分

か
れ
、
道
の
規
格
も
異
な
る
。
省

庁
を
越
え
た
協
力
が
必
要
だ
。
民

間
の
道
を
使
う
災
害
時
協
定
や
道

路
管
理
上
の
問
題
も
あ
る
。
災
害

時
は
「
道
が
あ
る
な
ら
何
で
も
使

っ
て
逃
げ
よ
う
」
と
い
う
考
え
方

を
広
め
た
い
。

　
わ
が
国
は
海
岸
に
山
が
迫
る
地

域
が
多
い
。
山
に
逃
げ
よ
う
に
も

道
を
知
ら
な
け
れ
ば
逃
げ
ら
れ

ず
、
高
い
場
所
に
上
れ
て
も
、
物

資
が
届
く
ル
ー
ト
が
な
け
れ
ば
生

き
延
び
ら
れ
な
い
。
ど
こ
に
ど
ん

な
道
が
あ
る
か
異
種
の
道
の
地
図

が
あ
れ
ば
、
住
民
は
避
難
ル
ー
ト

を
探
せ
る
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
避
難

道
、
土
砂
災
害
に
よ
る
集
落
孤
立

を
防
ぐ
道
と
し
て
も
、
異
種
の
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
期
待
さ
れ
る
。

高
知
県
室
戸
岬
、
三
重
県
・
和
歌

山
県
沿
岸
部
の
急
峻
地
域
で
も
異

種
の
道
の
地
図
作
り
、
避
難
路
造

り
が
検
討
さ
れ
、
尾
根
沿
い
に
道

を
繋
ぎ
避
難
路
を
造
る
提
案
も
あ

る
。
ミ
カ
ン
畑
の
道
や
里
道
も
避

難
路
に
使
え
る
。

　
異
種
の
道
を
繋
ぎ
避
難
道
を
造

ろ
う
。
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
を

備
え
た
避
難
看
板
付
街
灯
を
建
て

れ
ば
夜
間
避
難
の
誘
導
灯
に
な

る
。
官
と
民
の
道
を
繋
ぎ
、
避
難

路
と
し
て
、
異
種
の
道
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
た
い
。

地図に載っている道
国道（国土交通省）
県道（都道府県）
市町村道（市町村）
林道（市町村）
農道（市町村）

地図に載っていない道
河川管理道（国または都府県）
砂防管理道（国または都府県）
臨港道路（国または地方公共団体）
自転車道（国または地方公共団体）
里道・赤道（多くが不明）

地図に載っていない民間道
林業専用道・林業作業道
　（森林組合・企業・個人など）
農業の作業道
電力管理道（電力会社）
通信管理道（通信事業社）
製紙会社道（製紙会社）
私道

大震災 命救った林道

公道と民道 異種の道を繋ごう
人
力
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
（
全
生
連

　生
コ
ン
舗
装
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
よ
り
）

「命の道」として利用された林道

県
道
、
市
道
、
農

道
、
林
道
だ
。
赤

い
線
は
航
空
測
量

で
調
べ
た
実
際
に

存
在
す
る
道
。
普

通
の
道
路
地
図
に

載
ら
な
い
道
が
実

に
多
い
。
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
言

え
ば
「
公
道
を
結

ぶ
」こ
と
だ
っ
た
。

大
雪
・
豪
雨
・
地

震
・
津
波
な
ど
災

害
時
の
避
難
路
と

し
て
地
図
に
な
い

民
間
の
道
も
使
い

オライはすぬま
木島弘喜駅長

　九十九里の真ん中、成田空港に通じ

千葉県山武市蓮沼ハ 4826
主要地方道松尾蓮沼線  TEL.0475-80-5020

る通称芝山はにわ道沿いにあります。レストラン
看板メニューのいわし丼は、ふっくらと揚げたい
わしを漁師料理風特製ダレにくぐらせたボリュー
ム満点で地域の食王座決定戦の優勝メニュー。物
産館のゴマ漬も九十九里土産として人気です。

熊野きのくに
兼安耕二駅長

　自然の山々に囲まれ静かな清流大又

三重県熊野市飛鳥町大又 109-21
国道 42 号　　TEL.0597-84-1192

川のせせらぎと桧の香りで心安らぎ、ドライブの
疲れを癒してくれます。熊野地域の郷土物産であ
る木工品の生産直売、那智黒石、みかん、干物な
どの販売や、特産のさんま寿司、めはり寿司を木
の匂いに包まれた食堂で召し上がってください。

みなべうめ振興館
小谷芳正駅長

　町の基幹作物である梅の情報発信施

和歌山県みなべ町谷口 538-1
国道 424 号　TEL 0739-74-3444

設で、梅の効用や江戸時代に始まった歴史民俗資
料が展示されています。観梅の季節である２月頃
には町全体が梅の花で白く覆われるほどです。物
産販売所には、特産の紀州南高梅の梅干しや梅製
品、もう一つの特産の備長炭が販売されています。




